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８
９
年
の
２
２
人
に
迫
る
勢
い

入
全
体
に
占
め
る
シ
ェ
ア
１

位
は
カ
ナ
ダ
の
１
６
・
１
％

で
、
伯
国
は
２
位
の
１
３
％

だ
。
現
時
点
で
米
国
が
伯
国

の
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に

課
し
て
い
る
関
税
は
、
最
大

で
も
０
・９
％
と
２
％
。
こ
れ

ら
が
２
５
％
、
１
０
％
に
な

る
と
、
１
０
万
人
が
雇
用
さ

れ
て
い
る
伯
国
鉄
鋼
業
界
へ

の
影
響
は
甚
大
だ
。

　

伯
国
鉄
鋼
協
会（
Ｉ
Ａ
Ｂ
）

は
、「
米
国
は
自
給
出
来
な

い
国
だ
か
ら
、
こ
の
措
置
は
、

伯
国
だ
け
で
な
く
、
米
国
民

に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
を

生
む
」
と
し
、
全
国
工
業

連
盟
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
も
、「
米

国
政
府
に
よ
る
違
法
な
措
置

で
、
正
当
化
さ
れ
る
余
地
な

し
」
と
位
置
付
け
た
。

　

伯
国
政
府
と
鉄
鋼
業
界
は

少
な
く
と
も
四
つ
の
対
抗
措

置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
一つ
目
は
、世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
「
米
国
の
主

張
は
高
関
税
を
課
す
正
当
な

　

公
式
な
公
示
日
を
５
カ
月
後
に
控
え
、
大
統
領
選
候
補
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ

て
い
る
人
物
が
現
時
点
で
１
１
人
い
る
と
、
９
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い

る
。

氏
の
４
人
だ
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｔ
と
Ｐ
Ｃ
ｄ
ｏ
Ｂ

は
、
例
年
な
ら
Ｐ
Ｔ
候
補
を

支
援
す
る
役
割
を
つ
と
め
て

い
た
。
だ
が
、
今
回
は
ル
ー

ラ
氏
が
、
収
賄
と
資
金
洗
浄

容
疑
の
２
審
判
決
で
も
１
２

年
１
カ
月
の
実
刑
判
決
を
受

け
、
逮
捕
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
と
、フ
ィ
ッ
シ
ャ
・

リ
ン
パ
法
適
用
で
出
馬
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
強
い
た

め
、
独
自
候
補
を
繰
り
出
し

た
形
だ
。

　

中
道
は
、
新
党
ポ
デ
モ
ス

の
ア
ウ
ヴ
ァ
ロ
・
ジ
ア
ス
氏

や
、
元
大
統
領
の
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
コ
ー
ロ
ル
氏
（
キ

リ
ス
ト
教
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ

Ｃ
）、
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
）
の
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア

ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知
事
だ
。
左

派
の
印
象
も
強
い
が
、
エ
ス

タ
ー
ド
紙
は
マ
リ
ー
ナ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
氏
（
レ
デ
）
も
こ
こ

に
加
え
て
４
人
と
し
て
い

る
。

　

右
派
は
マ
イ
ア
氏
と
、
新

党
ノ
ー
ヴ
ォ
の
ジ
ョ
ア
ン
・

ア
モ
エ
ー
ド
氏
の
２
人
。

　

本
面
で
も
報
じ
て
い
る
よ

う
に
、
１
０
月
実
施
の
大
統

領
選
に
既
に
１
１
人
も
の
候

補
が
出
馬
を
公
式
に
宣
言
し

て
い
る
。
ま
だ
、
こ
の
後
、

連
立
与
党
の
候
補
な
ど
が
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
聖
州
民
的
に
は
、
お
な

じ
み
の
泡
沫
候
補
レ
ヴ
ィ
・

　

そ
し
て
、
極
右
候
補
が
、

７
日
に
自
由
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｌ
）
に
移
籍
を
発
表
し
た
ば

か
り
の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
下
議
だ
。

　

こ
の
他
に
も
ま
だ
泡
沫
系

政
党
の
候
補
の
存
在
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
テ
メ
ル
大
統

領
の
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

を
中
心
と
し
た
連
立
与
党
を

代
表
す
る
候
補
が
こ
れ
か
ら

名
乗
り
を
あ
げ
て
く
る
可
能

性
が
高
い
。

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
連
邦
大
学
の
政
治

学
者
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
ル
・
マ
ル

シ
ェ
ッ
テ
ィ
氏
は
、
今
回
は

１
８
人
が
出
馬
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
た
上
で
、「
こ

れ
ま
で
の
最
高
は
２
２
人
が

出
馬
し
た
１
９
８
９
年
だ
。

同
年
は
民
政
復
帰
で
新
し
い

秩
序
を
作
る
た
め
に
多
く
の

候
補
者
が
出
た
が
、
今
回
は

ル
ー
ラ
失
格
予
想
で
好
機
？

理
由
に
な
ら
な
い
」
と
提
訴

す
る
こ
と
だ
。
だ
が
、
提
訴

か
ら
結
論
が
出
る
ま
で
は
数

年
か
か
る
上
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
決
定
を
無
視
し
か
ね
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
米
国
の
鉄
鋼

業
界
や
国
民
に
対
し
、
米
国

政
府
の
決
定
に
反
発
す
る
よ

う
に
求
め
る
こ
と
だ
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
署
名
し
た
宣

言
書
に
は
、「
米
国
工
業
界

は
、
適
切
な
量
、
又
は
品
質

の
鉄
鋼
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が

入
手
で
き
な
い
時
は
、
見
直

し
を
求
め
る
事
が
出
来
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
欧
州
が
示
唆
し

と
、
安
全
保
障
上
の
問
題
が

あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

伯
国
は
咋
年
、
総
額

８
０
億
ド
ル
、
１
５
４
０
万

ト
ン
の
鉄
鋼
を
輸
出
し
た
。

伯
国
製
鉄
鋼
を
最
も
輸
入

し
て
い
る
の
は
米
国
で
、
伯

国
が
輸
出
す
る
全
鉄
鋼
の

３
２
・７
％
を
占
め
る
。

　

米
国
は
昨
年
、
総
額
２
９

１
億
ド
ル
、
３
４
５
０
万
ト

ン
の
鉄
鋼
を
輸
入
し
た
。
輸

　
【
既
報
関
連
】
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
１
日
の

予
告
通
り
、
同
国
が
輸
入
す

る
鉄
鋼
に
２
５
％
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
に
１
０
％
の
関
税
を

課
す
事
を
８
日
に
正
式
発
表

し
た
と
、
８
、９
日
付
伯
字

各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
措
置
は
２
３
日
か
ら
発

効
と
な
る
が
、
北
米
自
由
貿

易
協
定
（
Ｎ
ａ
ｆ
ｔ
ａ
）
の

カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
コ
は
対
象

外
と
な
る
。
米
国
は
関
税
引

き
上
げ
の
理
由
を
、「
鉄
鋼

製
品
輸
入
依
存
度
が
高
ま
る

適
用
外
求
め
伯
政
府
、交
渉
へ

Ｄ
ネ
ッ
ト
よ
、お
前
も
か
！

米
国
民
も
利
さ
ず
と
伯
財
相

て
い
る
よ
う
に
、
米
国
か
ら

輸
入
し
て
い
る
別
の
製
品
の

関
税
を
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
規
定
上
限

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
だ
。

欧
州
は
既
に
、
関
税
引
き
上

げ
の
対
象
と
な
り
う
る
米
国

産
品
１
０
０
項
目
の
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
い
る
。

　

四
つ
目
は
、
伯
米
政
府
間

交
渉
を
通
じ
て
打
開
策
を
探

る
こ
と
だ
。
前
述
の
宣
言
書

に
は
、「
米
国
は
、
安
全
保
障

の
面
で
関
係
を
持
つ
い
か
な
る

国
と
も
、
代
替
案
に
つ
い
て

話
し
合
う
用
意
が
あ
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪

問
中
の
エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ

ス
財
相
は
、「
米
国
は
交
渉
に

応
じ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ

の
交
渉
と
は
、
ど
う
い
う
も

の
か
知
り
た
い
も
の
だ
。
こ

ん
な
や
り
方
は
米
国
産
業
に

と
っ
て
も
良
い
も
の
で
は
な

い
」
と
批
判
し
た
。

説
ま
で
行
っ
た
。

　

こ
の
２
人
の
正
式
出
馬
表

明
で
、
現
時
点
で
大
統
領
選

出
馬
が
正
式
に
確
認
さ
れ
た

の
は
１
１
人
と
な
っ
た
。

　

１
１
人
と
い
う
の
は
前
回

２
０
１
４
年
の
最
終
的
な
出

馬
者
と
同
数
だ
。
そ
の
前
の

選
挙
で
は
、
２
回
続
け
て
候

補
者
が
１
０
人
を
切
っ
て
い

た
か
ら
、
現
時
点
で
い
か
に

候
補
が
多
い
か
が
わ
か
る
は

ず
だ
。

　

１
１
人
の
顔
ぶ
れ
を
見
て

み
る
と
、
左
翼
候
補
が
ル
ー

ラ
元
大
統
領
（
労
働
者
党
・

Ｐ
Ｔ
）に
マ
ヌ
エ
ラ
・
ダ
ヴ
ィ

ラ
氏
（
ブ
ラ
ジ
ル
共
産
党
・

Ｐ
Ｃ
ｄ
ｏ
Ｂ
）、
ホ
ー
ム
レ

ス
労
働
者
運
動（
Ｍ
Ｔ
Ｓ
Ｔ
）

リ
ー
ダ
ー
の
ギ
リ
ェ
ル
メ
・

ボ
ウ
ロ
ス
氏（
社
会
自
由
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）、
そ
し
て
シ
ロ

鉄鋼産業労働者に囲まれ、関税措置を定めた宣言書に
署名するトランプ大統領（White House）

エスタード紙に掲載された候補者１１名

選
挙
で
の
票
割
れ
は
必
至
に

ＬＪ４９弾

腐
敗
し
た
政
治
を
解
体
す
る

た
め
の
選
挙
だ
」
と
分
析
し

て
い
る
。

　

同
氏
は
、
候
補
者
乱
立
で

票
割
れ
は
避
け
ら
れ
な
い

が
、「
１
次
投
票
で
２
０
％

を
超
え
る
支
持
率
を
得
た
候

補
に
は
勝
算
が
あ
る
」
と
見

て
い
る
。

フ
ィ
デ
リ
ッ
ク
ス
氏
の
名
前

が
な
い
の
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
。
聖
市
市
長
選
や
聖
州
知

事
選
、
更
に
大
統
領
選
と
、

大
き
な
選
挙
に
は
毎
度
の
よ

う
に
出
馬
し
、
古
の
軍
人
の

よ
う
な
大
き
な
口
ひ
げ
で
強

烈
な
印
象
を
残
し
た
上
、
討

論
会
で
は
問
題
発
言
を
し
て

話
題
を
呼
び
、
常
に
低
支
持

率
で
終
わ
る
。
選
挙
に
祭

的
な
要
素
を
求
め
る
場
合
に

は
い
て
ほ
し
い
存
在
で
は
あ

る
が
、
た
だ
で
さ
え
役
者
が

豊
富
な
今
回
の
選
挙
で
の
ア

ピ
ー
ル
は
難
し
い
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
０
０
２
年
に
、
１
０
代

に
し
て
両
親
を
計
画
殺
害
し

た
こ
と
で
話
題
と
な
っ
た
ス

ザ
ー
ネ
・
リ
フ
ト
フ
ェ
ン
受

刑
囚
が
８
日
、
パ
ス
コ
ア
に

伴
う
１
週
間
の
釈
放
で
聖
州

ト
レ
メ
ン
ベ
ー
の
刑
務
所
を

出
た
。
模
範
囚
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
２
０
１
５
年
か
ら

は
昼
間
外
出
を
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
年

５
回
の
一
時
釈
放
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
今
回
の
釈
放

中
は
夫
の
ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
オ

ル
ベ
ル
グ
氏
と
過
ご
す
と
い

う
。
ス
ザ
ー
ネ
氏
は
数
年
前

に
は
女
性
受
刑
者
同
士
で
獄

中
結
婚
を
し
、
別
れ
た
こ
と

で
も
話
題
を
呼
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

８
日
、
ア
リ
ア
ン
ツ
・
パ

ル
ケ
で
行
わ
れ
た
聖
州
選
手

権
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
対
サ
ン
パ

ウ
ロ
は
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
が
２

―
０
で
快
勝
し
た
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
は
こ
の
敗
戦
の
翌
日
、

ド
リ
ヴ
ァ
ル
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル

監
督
を
解
任
し
た
。
１
１
日

の
最
終
節
を
待
た
ず
し
て
の

決
断
だ
っ
た
。
た
だ
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
は
こ
こ
ま
で
１
１
戦

戦
っ
て
負
け
越
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
同
組
の
他

チ
ー
ム
も
奮
わ
ず
、
準
々
決

勝
進
出
を
決
め
て
い
る
。

　

農
地
占
拠
運
動（
Ｍ
Ｔ
Ｓ
）

に
所
属
す
る
５
０
０
人
ほ
ど

の
活
動
家
が
８
日
朝
、
リ
オ

市
の
北
側
に
隣
接
す
る
ド
ゥ

ケ
・
デ
・
カ
シ
ア
ス
市
で
、

伯
国
最
大
手
メ
デ
ィ
ア
企
業

グ
ル
ー
プ
の
基
幹
会
社
「
オ
・

グ
ロ
ー
ボ
紙
」（
Ｇ
紙
）
の
印

刷
所
（
パ
ル
ケ・
グ
ラ
フ
ィ
コ
）

を
占
拠
し
た
と
、
８
、９
日

付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

１
０
台
も
の
バ
ス
で
乗
り

つ
け
た
活
動
家
た
ち
の
中
に

は
、
大
型
ナ
イ
フ
で
武
装
し

た
者
も
い
た
。
活
動
家
た
ち

は
、
建
物
の
外
壁
や
家
財
道

具
に
ペ
ン
キ
で
政
治
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書

き
こ
ん
だ
他
、
同
社
の
社
名

を
刻
ん
だ
塔
へ
の
放
火
も
試

み
た
。
一
団
は
３
０
分
ほ
ど

で
散
会
し
、
同
紙
社
員
に
ケ

ガ
人
は
な
か
っ
た
。

　

Ｇ
社
は
、
今
回
の
襲
撃
事

件
を
「
報
道
の
自
由
」
を
侵

害
す
る
行
為
と
非
難
す
る
声

明
を
出
し
た
。

　

Ｇ
社
は
、
伯
国
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
放
送
協
会
（
Ａ
ｂ
ｅ

ｒ
ｔ
）、
全
国
雑
誌
編
集
者

協
会
（
Ａ
ｎ
ｅ
ｒ
）、
全
国

新
聞
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｊ
）
ら
と

連
名
で
、「『
社
会
的
大
義
を

守
る
』
と
自
称
す
る
輩
が
、

マ
ス
コ
ミ
を
脅
し
、
襲
う
こ

と
は
許
容
で
き
な
い
。
極
端

な
思
想
に
傾
く
集
団
が
民
主

主
義
に
反
し
た
手
法
を
と
っ

て
も
、
マ
ス
コ
ミ
に
影
響
を

与
え
る
事
は
な
い
」
と
発
表

し
た
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｔ
は
３
月
８
日
が
国

際
女
性
デ
ー
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
土
地
な
し
女
性
の
全
国

闘
争
行
進
を
計
画
し
て
い
た

が
、
こ
れ
に
、
青
年
団
体
や

ダ
ム
被
害
者
団
体
、
小
作
農

団
体
な
ど
が
加
わ
っ
た
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｔ
は
、
北
大
河
州
ナ

タ
ー
ル
や
ブ
ラ
ジ
リ
ア
、
南

大
河
州
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ

で
も
抗
議
行
動
を
行
っ
た
。

　

連
警
が
９
日
、
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
（
Ｌ
Ｊ
）
第

４
９
弾
の
ブ
エ
ナ
・
フ
ォ
ル

ト
ゥ
ー
ナ
作
戦
を
敢
行
し
、

経
済
学
者
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

デ
ウ
フ
ィ
ン
・
ネ
ッ
ト
元
財

相
で
元
下
議
（
８
９
、
以
下

Ｄ
Ｎ
）
宅
の
家
宅
捜
査
な
ど

を
行
っ
た
と
同
日
付
伯
字
紙

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
作
戦
は
、
パ
ラ
ー
州
の

ベ
ロ
・
モ
ン
テ
水
力
発
電

所
（
以
下
Ｂ
Ｍ
）
建
設
で
の

不
正
を
巡
る
も
の
で
、
パ
ラ

ナ
州
ク
リ
チ
バ
市
と
聖
州
３

市
（
聖
市
、グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
、

ジ
ュ
ン
ジ
ア
イ
ー
）
で
家
宅

捜
査
令
状
９
件
が
実
行
に
移

さ
れ
た
他
、
Ｄ
Ｎ
氏
と
関
連

企
業
の
資
産
４
４
０
万
レ
が

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。

　

連
警
に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｍ
建

設
を
請
け
負
っ
た
ノ
ル
テ
・

エ
ネ
ル
ジ
ア
は
契
約
金
額
の

１
％
を
賄
賂
と
し
て
払
っ
て

お
り
、
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）

と
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
に

各
６
千
万
レ
ア
ル
、
Ｄ
Ｎ
氏

に
１
５
０
０
万
レ
ア
ル
が
支

払
わ
れ
た
と
い
う
。

　

ノ
ル
テ
・
エ
ネ
ル
ジ
ア
は

ア
ン
ド
レ
・
グ
チ
エ
レ
ス
、

カ
マ
ル
ゴ
・
コ
レ
ア
、
オ
デ

ブ
レ
ヒ
ト
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
４
社

か
ら
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

だ
。
元
財
相
へ
の
疑
惑
捜
査

の
発
端
は
、
ア
ン
ド
レ
・
グ

チ
エ
レ
ス
の
幹
部
が
元
財
相

に
１
５
０
０
万
レ
ア
ル
払
っ

た
と
供
述
し
た
事
だ
。

　

９
日
の
連
警
の
発
表
に
よ

る
と
、
Ｂ
Ｍ
建
設
に
関
わ
る

賄
賂
は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ

ロ
ッ
シ
元
財
相
を
介
し
て
Ｐ

Ｔ
と
Ｍ
Ｄ
Ｂ
に
振
り
分
け
ら

れ
た
が
、
パ
ロ
ッ
シ
氏
が
Ｄ

Ｎ
氏
に
１
％
の
１
０
％
を
払

う
よ
う
要
請
し
た
と
い
う
。

　

Ｄ
Ｎ
氏
へ
の
金
は
、
同
氏

の
甥
で
企
業
家
の
ル
イ
ス
・

ア
ポ
ロ
ニ
オ
・
ネ
ッ
ト
氏
の

会
社
の
口
座
な
ど
に
振
り
込

ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
ま
で
に
確
認
済
み
の

金
額
は
４
４
０
万
レ
ア
ル
の

み
。
Ｄ
Ｎ
氏
は
、
２
０
１
６

年
８
月
に
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
の

賄
賂
管
理
部
門
か
ら
２
４
万

レ
ア
ル
も
ら
っ
た
と
供
述
し

て
い
る
が
、
同
氏
の
弁
護
士

は
、
こ
の
金
は
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
形
成
時
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
料
な
ど
で
、
税
金
も
納

め
た
と
弁
明
し
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｎ
氏
は
、
１
９
６
７
〜

７
４
年
に
財
相
、
７
５
〜

７
８
年
は
在
仏
大
使
、
７
９

〜
８
５
年
は
農
務
相
と
企
画

相
を
歴
任
、
１
９
８
７
年
２

月
〜
２
０
０
７
年
２
月
は
下

議
も
務
め
た
。

　

今
作
戦
で
は
不
正
入
札
と

贈
収
賄
、
資
金
洗
浄
、
犯
罪

組
織
形
成
の
罪
で
、
Ｄ
Ｎ
氏

と
甥
、
パ
ロ
ッ
シ
氏
、
Ｐ
Ｔ

や
Ｍ
Ｄ
Ｂ
な
ど
が
捜
査
線
上

に
上
っ
て
い
る
が
、
逮
捕
に

足
る
証
拠
が
揃
わ
ず
、
家
宅

捜
索
の
み
と
な
っ
た
。

　

Ｂ
Ｍ
建
設
で
は
常
に
、
自

然
環
境
や
社
会
環
境
の
破
壊

が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
が
、

今
作
戦
に
よ
り
、
財
政
面
で

の
損
失
も
表
明
化
し
た
。

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
が
聖
州

ア
チ
バ
イ
ア
の
別
荘
を
介
し

て
収
賄
を
行
っ
て
い
た
と
の

疑
惑
の
裁
判
で
、
ク
リ
チ
バ

連
邦
地
裁
の
セ
ル
ジ
オ
・
モ

ロ
判
事
が
、
ジ
ウ
マ
前
大
統

領
や
カ
ル
ド
ー
ゾ
元
大
統
領

が
証
言
台
に
立
つ
日
程
を
定

め
た
。
８
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

パ
ラ
ナ
州
連
邦
地
裁
で
行

わ
れ
る
裁
判
は
、
ル
ー
ラ
氏

の
名
義
で
は
な
い
が
、
実
際

の
所
有
者
は
ル
ー
ラ
氏
と
さ

れ
る
ア
チ
バ
イ
ア
の
別
荘
の

改
築
費
を
、
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト

社
が
自
己
負
担
し
て
い
た
の

は
、
同
社
が
ル
ー
ラ
氏
に
便

宜
を
図
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と

へ
の
見
返
り
の
賄
賂
だ
っ
た

と
の
容
疑
で
の
も
の
だ
。

　

こ
の
裁
判
で
は
、
ジ
ウ
マ

前
大
統
領
や
カ
ル
ド
ー
ゾ
元

大
統
領
が
共
に
ル
ー
ラ
氏
の

弁
護
側
と
し
て
証
言
台
に
立

つ
よ
う
求
め
ら
れ
、
か
ね
て

か
ら
話
題
を
集
め
て
い
た
。

　

カ
ル
ド
ー
ゾ
氏
は
５
月

２
８
日
午
前
９
時
３
０
分
、

ジ
ウ
マ
氏
は
６
月
２
５
日
午

後
２
時
に
証
言
を
行
う
。
証

言
の
場
所
は
カ
ル
ド
ー
ゾ
氏

が
聖
市
、
ジ
ウ
マ
氏
が
ポ
ル

ト
・
ア
レ
グ
レ
で
、
ビ
デ
オ

を
通
じ
て
の
証
言
と
な
る
。

　

ル
ー
ラ
氏
の
弁
護
団
は
、

５
月
７
日
か
ら
６
月
２
９
日

に
か
け
て
行
わ
れ
る
被
告
側

の
証
言
に
、
１
３
０
人
以
上

の
証
人
を
立
て
て
い
る
。

出馬予定者早くも１１人に
　

８
日
、民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

と
民
主
労
働
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
党
大
会
を

行
い
、
前
者
は
ロ
ド
リ
ゴ
・

マ
イ
ア
下
院
議
長
、
後
者
は

シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
氏
が
大
統
領

選
に
出
馬
す
る
旨
を
正
式
に

発
表
し
、
共
に
所
信
表
明
演

オ
・
グ
ロ
ー
ボ
紙
印
刷
所
を
襲
撃

報
道
の
自
由
侵
害
と
Ｇ
社
は
非
難

ベ
ロ
・
モ
ン
テ
建
設
で
不
正

大統領選
トランプ大統領

鉄
鋼
関
税
大
幅
増
を
正
式
発
表

（２）２０１８年 第４９５３号 ３月 １０日 （土曜日）

ＭＳＴ運動

ジ
ウ
マ
と
Ｆ
Ｈ
Ｃ
が
証
言
台
に

ル
ー
ラ
の
ア
チ
バ
イ
ア
の
裁
判
で

3 月 10 日：日の出 06:06 日の入 18:29
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11 日
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13 日
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天気
晴一時雨
晴一時曇
晴一時曇
晴一時雨
晴一時曇
晴一時曇
晴一時雨
晴一時曇
晴一時曇

天

気

予

報

最高
31 度
31 度
29 度
30 度
31 度
28 度
33 度
34 度
32 度

最低
20 度
19 度
19 度
22 度
21 度
20 度
22 度
21 度
21 度

サンパ
ウロ市

海岸

内陸



　

渡わ
た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち

氏し

が
亡な

く
な
っ
て
、
も
う
す
ぐ
１
年ね

ん

経た

つ
。
渡わ

た

部な
べ

氏し

の
編へ

ん

集し
ゅ
う

者し
ゃ

と
し
て
２
０
余よ

年ね
ん

に
わ
た
っ
て
２
０
点て

ん

以い

上
じ
ょ
う

の
著ち

ょ

書し
ょ

の
編へ

ん

集し
ゅ
うを
行

お
こ
な
っ
て
き
た
松ま

つ

崎ざ
き

之ゆ
き

貞さ
だ

氏し

は
、「
連れ

ん

峰ぽ
う

」
の

よ
う
な
「
知ち

の
巨き

ょ

人じ
ん

」
だ
っ
た
、
と
評ひ

ょ
う
す
る
。

　

渡わ
た

部な
べ

氏し

は
英え

い

文ぶ
ん

法ぽ
う

専せ
ん

攻こ
う

と
し
て
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
た
が
、「
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
と
い
う
国こ

く

文ぶ
ん

学が
く

で
の
卓た

っ

見け
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
、
文も

ん

部ぶ

省し
ょ
うが

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

検け
ん

定て
い

で
「
侵し

ん

略り
ゃ
く」
を
「
進し

ん

出し
ゅ
つ」
に
書か

き
換か

え
さ
せ
た

と
い
う
新し

ん

聞ぶ
ん

報ほ
う

道ど
う

を
誤ご

報ほ
う

で
あ
る
と
指し

摘て
き

し
て
沈ち

ん

静せ
い

化か

さ
せ
、

さ
ら
に
は
「
南な

ん

京き
ん

事じ

件け
ん

」
や
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
で
の
歴れ

き

史し

戦せ
ん

争そ
う

の
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

で
戦

た
た
か
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
以い

外が
い

に
も
人に

ん

間げ
ん

学が
く

、
知ち

的て
き

生せ
い

活か
つ

な
ど
の
分ぶ

ん

野や

で
も

多お
お

く
の
著ち

ょ

書し
ょ

を
残の

こ

し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
連れ

ん

峰ぽ
う

」
型が

た

の
知ち

の
巨き

ょ

人じ
ん

で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注

ち
ゅ
う

意い

す
べ
き
は
、
英え

い

文ぶ
ん

法ぽ
う

以い

外が
い

の
す

べ
て
の
分ぶ

ん

野や

で
渡わ

た

部な
べ

氏し

は「
素し

ろ

人う
と

」
だ
っ
た
、と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。

松ま
つ

崎ざ
き

氏し

は
、
こ
の
点て

ん

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
論ろ

ん

評ぴ
ょ
うし
て
い
る
。

　
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う
一い

ちは
“
素し

ろ

人う
と

の
人ひ

と

”
で
あ
る
。

　
何な

に

事ご
と

で
あ
ろ
う
と
、
素し

ろ

人う
と

と
し
て
疑ぎ

問も
ん

を
感か

ん

じ
る
と
、
相あ

い

手て

が
大た

い

家か

で
あ
れ
、
斯し

界か
い

の
権け

ん

威い

で
あ
れ
、
そ
の
疑ぎ

問も
ん

を
ぶ

つ
け
る
か
ら
だ
。「
素し

ろ

人う
と

が
口く

ち

を
出だ

す
な
」
と
い
わ
れ
よ
う
と
、

お
か
し
い
と
思お

も
っ
た
ら
そ
れ
を
口く

ち

に
す
る
。
あ
る
い
は
文ぶ

ん

章し
ょ
うに

し
て
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
立た

ち

花ば
な

隆た
か
しと
の
論ろ

ん

戦せ
ん

に
発は

っ

展て
ん

し
た
「
角か

く

栄え
い

裁さ
い

判ば
ん

」
の
ケ
ー
ス
な
ど
、
そ
の
格か

っ

好こ
う

の
ケ
ー

ス
例れ

い

で
あ
る
。［
１
，　
ｐ
１
９
１
］

　
「
角か

く

栄え
い

裁さ
い

判ば
ん

」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
元も

と

首し
ゅ

相し
ょ
う・田た

中な
か

角か
く

栄え
い

が
ロ
ッ

キ
ー
ド
か
ら
５
億お

く

円え
ん

を
受う

け
と
っ
た
と
し
て
一い

っ

審し
ん

で
有ゆ

う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

が
出で

て
、
角か

く

栄え
い

側が
わ

が
控こ

う

訴そ

す
る
と
、
元も

と

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

長ち
ょ
う

官か
ん

が
「
一い

っ

審し
ん

の
判は

ん

決け
つ

に
服ふ

く

す
べ
き
だ
」
と
発は

つ

言げ
ん

し
た
。
こ
れ
に
対た

い

し
て
、

一い
っ

審し
ん

に
不ふ

服ふ
く

が
あ
れ
ば
、
高こ

う

裁さ
い

、
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

に
上

じ
ょ
う

告こ
く

で
き
る
と
い

う
の
は
国こ

く

民み
ん

の
権け

ん

利り

で
は
な
い
か
、
と
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
批ひ

判は
ん

し
た
の

で
あ
る
。

　

元も
と

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

長ち
ょ
う

官か
ん

と
言い

え
ば
法ほ

う

学が
く

の
最さ

い

高こ
う

権け
ん

威い

で
あ
る
。
そ

渡わ
た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

民み
ん

の
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
を
守ま

も

り
育そ

だ

て
て
き
た
一い

っ

生し
ょ
う

2018年
ねん

2月
がつ

11日
にち

版
ばん

れ
に
英え

い

文ぶ
ん

法ぽ
う

学が
く

者し
ゃ

が
法ほ

う

律り
つ

の
問も

ん

題だ
い

で
立た

ち
向む

か
っ
た
の
だ
か

ら
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
並な

み
の
突と

っ

進し
ん

も
い
い
と
こ
ろ
だ
。
一い

っ

方ぽ
う

、

こ
の
長

ち
ょ
う

官か
ん

は
「
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
法ほ

う

律り
つ

の
専せ

ん

門も
ん

家か

で
も
な
い
か
ら
反は

ん

論ろ
ん

し
な
か
っ
た
」
と
発は

つ

言げ
ん

し
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。

　

素し
ろ

人う
と

な
の
に
最さ

い

高こ
う

権け
ん

威い

に
も
立た

ち
向む

か
っ
て
い
く
渡わ

た

部な
べ

氏し

と
、
素し

ろ

人う
と

相あ
い

手て

の
議ぎ

論ろ
ん

は
し
な
い
専せ

ん

門も
ん

家か

と
、
姿し

勢せ
い

の
違ち

が

い

は
鮮せ

ん

明め
い

で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
英え

い

文ぶ
ん

法ぽ
う

と
い
う
よ
う
な
特と

く

殊し
ゅ

な
学が

く

問も
ん

分ぶ
ん

野や

な
ら
、

専せ
ん

門も
ん

家か

が
素し

ろ

人う
と

と
は
議ぎ

論ろ
ん

し
な
い
と
い
う
の
は
あ
っ
て
も
良よ

い

だ
ろ
う
が
、
こ
と
国こ

く

政せ
い

上じ
ょ
うの
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

し
て
「
素し

ろ

人う
と

と
は
議ぎ

論ろ
ん

し
な
い
」
と
い
う
姿し

勢せ
い

は
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

政せ
い

治じ

の
根こ

ん

幹か
ん

を
否ひ

定て
い

す
る
姿し

勢せ
い

で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
は
、
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

が
政せ

い

治じ

上じ
ょ
うの
決け

っ

定て
い

権け
ん

を
持も

つ
制せ

い

度ど

で
あ
る
。
政せ

い

治じ

家か

は
自み

ず
か
ら
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
国こ

く

民み
ん

に

訴う
っ
たえ
、
国こ

く

民み
ん

が
そ
の
賛さ

ん

否ぴ

を
選せ

ん

挙き
ょ

に
お
け
る
投と

う

票ひ
ょ
うで
示し

め

す
。

同ど
う

様よ
う

に
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

の
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

に
関か

ん

し
て
も
、
国こ

く

民み
ん

審し
ん

査さ

の

投と
う

票ひ
ょ
うに
よ
っ
て
、
そ
の
職

し
ょ
く

責せ
き

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
者も

の

は
解か

い

任に
ん

さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

も
そ
の
判は

ん

決け
つ

に
つ
い
て
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

に
判わ

か

り
や
す
い
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

す
る
責せ

き

任に
ん

が
あ
る
。

　
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

と
は
ほ
と
ん
ど
の
国こ

く

政せ
い

上じ
ょ
うの
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

し
て
素し

ろ

人う
と

で
あ
り
、
政せ

い

治じ

家か

や
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

は
専せ

ん

門も
ん

家か

で
あ
る
（
は
ず
だ
）。

し
た
が
っ
て
、
政せ

い

治じ

や
裁さ

い

判ば
ん

の
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

し
て
、
専せ

ん

門も
ん

家か

が
素し

ろ

人う
と

と
は
議ぎ

論ろ
ん

し
な
い
と
言い

っ
た
ら
、
そ
れ
は
国こ

く

民み
ん

の
主し

ゅ

権け
ん

を
無む

視し

し
た
姿し

勢せ
い

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

社し
ゃ

会か
い

で
は
、
素し

ろ

人う
と

の
国こ

く

民み
ん

が
政せ

い

治じ

や
裁さ

い

判ば
ん

で
お

か
し
い
と
思お

も

っ
た
こ
と
は
、
ど
し
ど
し
言こ

と

挙あ

げ
を
す
る
と
い
う

の
が
基き

本ほ
ん

原げ
ん

理り

で
あ
る
。
そ
れ
を
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
行

お
こ
な
っ
た
の
が
渡わ

た

部な
べ

氏し

で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
床と

こ

屋や

談だ
ん

義ぎ

で
素し

ろ

人う
と

が
あ
れ
こ
れ
言い

い
た
い
こ
と
を

言い

う
の
は
簡か

ん

単た
ん

だ
が
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

の
場ば

合あ
い

は
公

お
お
や
けの
場ば

で
発は

つ

言げ
ん

し

た
り
、
文ぶ

ん

章し
ょ
うで
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
。
こ
の
「
角か

く

栄え
い

裁さ
い

判ば
ん

」
の
ケ
ー
ス
で

は
、
雑ざ

っ

誌し

『
諸し

ょ

君く
ん

』
昭

し
ょ
う

和わ

５
９
（
１
９
８
４
）
年ね

ん

１
月が

つ

号ご
う

に

「『
角か

く

栄え
い

裁さ
い

判ば
ん

』
は
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

以い

上じ
ょ
うの
暗あ

ん

黒こ
く

裁さ
い

判ば
ん

だ
！
」
と

題だ
い

し
て
、
６
０
枚ま

い

も
の
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
当と

う

時じ

の
左さ

翼よ
く

が
敵て

き

視し

し
て
い
た
田た

中な
か

角か
く

栄え
い

を
弁べ

ん

護ご

す
る
だ
け
に
、
そ
の
中な

か

に
間ま

違ち
が

い
で
も
あ
れ
ば
、
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

砲ほ
う

火か

を
浴あ

び
る
リ
ス
ク
も
大お

お

き
か
っ
た
。
実じ

っ

際さ
い

に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
立た

ち

花ば
な

隆た
か
しは
「
あ
ま
り
に
お
粗そ

末ま
つ

な
議ぎ

論ろ
ん

」
な
ど
と
罵ば

倒と
う

し
、

「
朝あ

さ

日ひ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
裁さ

い

判ば
ん

批ひ

判は
ん

を
斬き

る
～

幕ま
く

間あ
い

の
ピ
エ
ロ
た
ち
」と
い
う
連れ

ん

載さ
い

で
渡わ

た

部な
べ

氏し

批ひ

判は
ん

を
始は

じ

め
た
。

　

立た
ち

花ば
な

は
法ほ

う

律り
つ

の
専せ

ん

門も
ん

家か

で
は
な
い
が
、
膨ぼ

う

大だ
い

な
『
ロ
ッ
キ
ー

ド
裁さ

い

判ば
ん

傍ぼ
う

聴ち
ょ
う

記き

』
を
書か

き
続つ

づ

け
て
お
り
、
こ
の
裁さ

い

判ば
ん

に
関か

ん

し

て
は
詳

し
ょ
う

細さ
い

を
知し

り
尽つ

く
し
た
専せ

ん

門も
ん

家か

で
あ
る
。
そ
の
「
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う
一い

ちの『
知ち

的て
き

煽せ
ん

動ど
う

の
方ほ

う

法ほ
う

』」「
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う
一い

ちの『
探た

ん

偵て
い

ご
っ
こ
』」

な
ど
と
揶や

揄ゆ

調ち
ょ
うの
論ろ

ん

法ぽ
う

に
対た

い

し
て
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
「
立た

ち

花ば
な

隆た
か
し

氏し

に
あ
え
て
借し

ゃ

問も
ん

す
」
と
真し

ん

剣け
ん

な
議ぎ

論ろ
ん

を
挑い

ど

ん
だ
。

　

渡わ
た

部な
べ

氏し

が
あ
え
て
「
暗あ

ん

黒こ
く

裁さ
い

判ば
ん

」
と
呼よ

ん
だ
の
は
、
検け

ん

察さ
つ

側が
わ

が
ロ
ッ
キ
ー
ド
社し

ゃ

側が
わ

の
証

し
ょ
う

人に
ん

に
刑け

い

事じ

免め
ん

責せ
き

を
与あ

た

え
て
証

し
ょ
う

言げ
ん

を

得え

て
お
り
、
弁べ

ん

護ご

側が
わ

の
反は

ん

対た
い

尋じ
ん

問も
ん

を
許ゆ

る

さ
な
い
点て

ん

に
あ
っ
た
。

こ
れ
は
「
刑け

い

事じ

被ひ

告こ
く

人に
ん

は
、
す
べ
て
の
証

し
ょ
う

人に
ん

に
対た

い

し
て
審し

ん

問も
ん

す

る
機き

会か
い

を
充

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
与あ

た

へ
ら
れ
」
と
い
う
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
うに

違い

反は
ん

す
る
所せ

為い

で
あ
っ
た
。

　
刑け

い

事じ

被ひ

告こ
く

人に
ん

が
検け

ん

事じ

側が
わ

証し
ょ
う

人に
ん

に
対た

い

し
て
反は

ん

対た
い

尋じ
ん

問も
ん

す
る
と

い
う
、
現げ

ん

憲け
ん

法ぽ
う

に
明め

い

記き

さ
れ
て
い
る
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
権け

ん

利り

を
否ひ

定て
い

す

る
と
い
う
判は

ん

例れ
い

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
よ
い
の
か
。［
１
，　

ｐ
１
９
５
］

　
こ
ん
な
憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

の
判は

ん

例れ
い

が
固こ

定て
い

化か

さ
れ
た
ら
、
わ
が
国く

に

は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
危き

機き

感か
ん

が
渡わ

た

部な
べ

氏し

を
突つ

き
動う

ご

か
し

て
い
た
。
渡わ

た

部な
べ

氏し

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うが
正た

だ

し
い
事こ

と

は
、
後の

ち

の
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

決け
つ

で
も
追つ

い

認に
ん

さ
れ
た
。

１
．〝
素し

ろ

人う
と

の
人ひ

と

〟

　
「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
や
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
へ
の
取と

り
組く

み
で

も
そ
う
だ
が
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

が
敢あ

え
て
素し

ろ

人う
と

な
が
ら
専せ

ん

門も
ん

外が
い

の
問も

ん

題だ
い

に
果か

敢か
ん

に
挑い

ど

ん
だ
の
は
、
そ
の
道み

ち

の
専せ

ん

門も
ん

家か

た
ち
の
暴ぼ

う

走そ
う

が

国く
に

の
行ゆ

く
末す

え

を
危あ

や

う
く
す
る
と
思お

も

わ
れ
た
時と

き

だ
っ
た
。
国く

に

の
将

し
ょ
う

来ら
い

を
危あ

や

う
く
す
る
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

し
て
は
、
そ
の
道み

ち

の
専せ

ん

門も
ん

家か

に
対た

い

し
て
も
、
自み

ず
か
ら
の
リ
ス
ク
な
ど
考か

ん
が
え
ず
に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

国く
に

の
前ぜ

ん

途と

を
憂う

れ

う
渡わ

た

部な
べ

氏し

の
危き

機き

感か
ん

が
専せ

ん

門も
ん

外が
い

で
の
多た

様よ
う

な
著ち

ょ

作さ
く

群ぐ
ん

を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多お

お

く
の
国こ

く

民み
ん

が
啓け

い

蒙も
う

さ
れ
た
。
こ
の
危き

機き

感か
ん

が
氏し

の
豊ほ

う

穣じ
ょ
うな
知ち

的て
き

生せ
い

産さ
ん

の
原げ

ん

動ど
う

力
り
ょ
く

だ
っ
た
の
だ
が
、
我わ

れ

々わ
れ

一い
っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

と
し
て
、
も
う
一ひ

と
つ
学ま

な

ぶ
べ

き
な
の
は
、
多お

お

く
の
分ぶ

ん

野や

の
専せ

ん

門も
ん

家か

に
も
屈く

つ

し
な
い
「
素し

ろ

人う
と

と

し
て
の
知ち

」
を
渡わ

た

部な
べ

氏し

が
ど
の
よ
う
に
身み

に
つ
け
た
の
か
、
と

い
う
点て

ん

で
あ
る
。

　
こ
の
「
素し

ろ

人う
と

と
し
て
の
知ち

」
は
、
国こ

く

民み
ん

が
素し

ろ

人う
と

と
し
て
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

の
専せ

ん

門も
ん

家か

を
使つ

か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
民み

ん

主し
ゅ

国こ
っ

家か

の

欠か

く
べ
か
ら
ざ
る
基き

礎そ

で
あ
る
。
こ
の
「
素し

ろ

人う
と

と
し
て
の
知ち

」

が
な
け
れ
ば
、
国こ

く

民み
ん

は
政せ

い

治じ

家か

、
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
な
ど
の
専せ

ん

門も
ん

家か

に
操あ

や
つ
ら
れ
る
愚ぐ

民み
ん

に
過す

ぎ
な
く
な
る
。

　
「
素し

ろ

人う
と

と
し
て
の
知ち

」
を
育そ

だ

て
る
秘ひ

訣け
つ

を
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

自じ

身し
ん

が

若わ
か

い
頃こ

ろ

に
学ま

な

ん
だ
と
思お

も

わ
れ
る
逸い

つ

話わ

が
残の

こ
っ
て
い
る
。

　

渡わ
た

部な
べ

氏し

の
両

り
ょ
う

親し
ん

は
貧ま

ず

し
く
て
、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

証し
ょ
う

書し
ょ

も

持も

っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
母は

は

親お
や

・
八や

重え

野の

が
、
戦せ

ん

後ご

ま
も
な

く
の
頃こ

ろ

、
東と

う

大だ
い

経け
い

済ざ
い

学が
く

部ぶ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

・
大お

お

内う
ち

兵ひ
ょ
う

衛え

の
「
鉄て

つ

、
石せ

き

炭た
ん

と
い
っ
た
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
物ぶ

っ

資し

は
私し

企き

業ぎ
ょ
うに
任ま

か

せ
る
と
格か

く

差さ

が
生し

ょ
うじ

る
か
ら
、
国こ

っ

家か

が
管か

ん

理り

し
て
公こ

う

平へ
い

に
配は

い

分ぶ
ん

す
べ
き
だ
」
と
い
う

趣し
ゅ

旨し

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
小こ

耳み
み

に
挟は

さ

ん
で
、
こ
う
言い

っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
れ
は
配は

い

給き
ゅ
うに
し
ろ
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
。
勝か

っ

手て

に
商

し
ょ
う

売ば
い

さ
せ
な
い
よ
う
な
政せ

い

治じ

は
ど
ん
な
に
立り

っ

派ぱ

な
こ
と
を
い
っ
て

も
ダ
メ
よ
」
と
。
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

も
出で

て
い
な
い
母は

は

親お
や

が
、
東と

う

大だ
い

教
き
ょ
う

授じ
ゅ

の
論ろ

ん

を
ば
っ
さ
り
切き

り
捨す

て
た
の
で
あ
る
。

　

渡わ
た

部な
べ

氏し

は
後こ

う

年ね
ん

、
ノ
ー
ベ
ル
経け

い

済ざ
い

学が
く

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うす
る
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
イ
エ
ク
が
何な

ん

度ど

も
来ら

い

日に
ち

講こ
う

演え
ん

を
し
た
時と

き

に
通つ

う

訳や
く

を
務つ

と

め
た
。
そ
し
て
ハ
イ
エ
ク
か
ら
学ま

な

ん
だ
事こ

と

を
次つ

ぎ

の

よ
う
に
要よ

う

約や
く

し
て
い
る
。

　
ハ
イ
エ
ク
が
い
い
た
か
っ
た
の
は
（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
自じ

由ゆ
う

市し

場じ
ょ
うに
政せ

い

府ふ

が
干か

ん

渉し
ょ
うす
る
と
結け

っ

局き
ょ
く

人に
ん

間げ
ん

の
自じ

由ゆ
う

が
根ね

こ
そ
ぎ
失う

し
なわ
れ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。［
１
，　
ｐ
１
０
１
］

　

自じ

由ゆ
う

市し

場じ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

を
否ひ

定て
い

す
る
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

や
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

が

独ど
く

裁さ
い

国こ
っ

家か

と
化か

し
、
多お

お

く
の
国こ

く

民み
ん

を
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

・
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

し
た
事こ

と

が

２
０
世せ

い

紀き

の
人じ

ん

類る
い

の
経け

い

験け
ん

し
た
巨き

ょ

大だ
い

な
悲ひ

劇げ
き

で
あ
っ
た
。
そ
の

悲ひ

劇げ
き

が
な
ぜ
生う

ま
れ
る
の
か
、
を
分ぶ

ん

析せ
き

し
た
の
が
ハ
イ
エ
ク
の

学が
く

問も
ん

だ
っ
た
の
だ
が
、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

も
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
て
い
な
い
母は

は

親お
や

が
、

ノ
ー
ベ
ル
賞し

ょ
う
を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
経け

い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

と
同お

な

じ
事こ

と

を
言い

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
素し

ろ

人う
と

の
国こ

く

民み
ん

が

　
　

言こ
と

挙あ

げ
す
る
の
が

　
　

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
基き

本ほ
ん

原げ
ん

理り

　

な
ぜ
無む

学が
く

の
母は

は

親お
や

が
ノ
ー
ベ
ル
賞

し
ょ
う

経け
い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

と
同お

な

じ
指し

摘て
き

が
で
き
た
の
か
。
こ
の
点て

ん

は
「
そ
れ
は
配は

い

給き
ゅ
うに
し
ろ
と
い
う
こ

と
じ
ゃ
な
い
の
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
明あ

き

ら
か
に
し
て
い
る
。
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うの
国こ

っ

家か

総そ
う

動ど
う

員い
ん

体た
い

制せ
い

で
行お

こ
な
わ
れ
た
配は

い

給き
ゅ
う

制せ
い

度ど

は
、
一い

っ

種し
ゅ

の

計け
い

画か
く

経け
い

済ざ
い

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
真ま

面じ

目め

に
従し

た
が
う
人ひ

と

は
ひ
ど
い
目め

に
遭あ

い
、
ず
る
賢が

し
こい
人ひ

と

は
闇や

み

市い
ち

で
儲も

う

け
た
と
い
う
経け

い

験け
ん

を
母は

は

親お
や

は
味あ

じ

わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
い
く
ら
東と

う

大だ
い

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
崇す

う

高こ
う

な
理り

想そ
う

と
合ご

う

理り

的て
き

な
理り

論ろ
ん

を

持も

っ
て
説と

い
て
も
、
そ
れ
が
配は

い

給き
ゅ
うの
失し

っ

敗ぱ
い

と
い
う
現げ

ん

実じ
つ

の
経け

い

験け
ん

に
基も

と

づ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
机き

上じ
ょ
うの
空く

う

論ろ
ん

で
あ
る
。
実じ

っ

際さ
い

の
経け

い

験け
ん

よ
り
も
机き

上じ
ょ
うの
理り

論ろ
ん

を
重

じ
ゅ
う

視し

す
る
と
い
う
の
は
、
多お

お

く
の
専せ

ん

門も
ん

家か

が
陥お

ち
いり
や
す
い
陥か

ん

穽せ
い

で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

も
ロ
シ
ア
革か

く

命め
い

も
シ
ナ
革か

く

命め
い

も
、
机き

上じ
ょ
うの
空く

う

論ろ
ん

を
強

き
ょ
う

行こ
う

し
、
人じ

ん

類る
い

全ぜ
ん

体た
い

で
１
億お

く

人に
ん

と
も
言い

わ
れ
る
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

を
出だ

し
た
。「
人に

ん

間げ
ん

は
そ
れ
ほ
ど
賢か

し
こ
く
な
い
。
我わ

れ

々わ
れ

が
知し

ら
な

い
こ
と
は
沢た

く

山さ
ん

あ
る
。
だ
か
ら
一い

っ

歩ぽ

ず
つ
、
闇や

み

夜よ

を
手て

探さ
ぐ

り
で

前ぜ
ん

進し
ん

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
の
が
、
健け

ん

全ぜ
ん

な
保ほ

守し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

の
姿し

勢せ
い

な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
闇や

み

夜よ

の
例れ

い

を
使つ

か

え
ば
、
計け

い

画か
く

経け
い

済ざ
い

で
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
の
は
、
頭あ

た
まで
考か

ん
が
え
だ
し
た
地ち

図ず

に
基も

と

づ
い
て
、
闇や

み

の
中な

か

を

突つ

っ
走ぱ

し

る
よ
う
な
も
の
だ
。
地ち

図ず

に
書か

か
れ
て
い
な
い
岩い

わ

で
も

あ
れ
ば
、
躓つ

ま
づい
て
大お

お

怪け

我が

を
し
て
し
ま
う
。

　

そ
し
て
専せ

ん

門も
ん

家か

ほ
ど
自じ

分ぶ
ん

の
専せ

ん

門も
ん

分ぶ
ん

野や

に
自じ

信し
ん

を
持も

っ
て
い

る
の
で
、
闇や

み

夜よ

の
岩い

わ

に
躓つ

ま
づ
き
や
す
い
の
で
あ
る
。
現げ

ん

実じ
つ

世せ

界か
い

で

ど
こ
に
も
成せ

い

功こ
う

し
た
こ
と
の
な
い
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

に
あ
れ
ほ
ど
多お

お

く

の
知ち

識し
き

人じ
ん

が
惑ま

ど

わ
さ
れ
た
原げ

ん

因い
ん

も
こ
こ
に
あ
る
。

　

現げ
ん

実じ
つ

の
経け

い

験け
ん

に
基も

と

づ
い
て
自じ

分ぶ
ん

の
頭あ

た
まで
考か

ん
が
え
る
と
い
う
姿し

勢せ
い

が
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

の
場ば

合あ
い

は
常

じ
ょ
う

人じ
ん

離ば
な

れ
し
て
徹て

っ

底て
い

し
て
い
た
。
そ
れ

を
教お

し

え
て
く
れ
た
の
が
、
旧

き
ゅ
う

制せ
い

山や
ま

形が
た

県け
ん

立り
つ

鶴つ
る

岡お
か

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
渡わ

た

部な
べ

氏し

が
出で

会あ

っ
て
生

し
ょ
う

涯が
い

の
師し

と
仰あ

お

い
だ
老ろ

う

英え
い

語ご

教き
ょ
う

師し

・
佐さ

藤と
う

順じ
ゅ
ん

太た

だ
っ
た
。

　

佐さ

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

は
１
７
世せ

い

紀き

の
イ
ギ
リ
ス
の
哲て

つ

学が
く

者し
ゃ

フ
ラ
ン
シ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
「
学が

く

問も
ん

に
つ
い
て
」
を
取と

り
上あ

げ
、

文ぶ
ん

法ぽ
う

か
ら
単た

ん

語ご

の
意い

味み

ま
で
精く

わ

し
く
吟ぎ

ん

味み

し
て
い
く
。
１
時じ

間か
ん

に
１
行ぎ

ょ
うし
か
進す

す

ま
な
い
時と

き

も
何な

ん

回か
い

も
あ
っ
た
。渡わ

た

部な
べ

氏し

に
は
、

そ
れ
が
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
ほ
ど
面お

も

白し
ろ

か
っ
た
。

　

あ
る
時と

き

、
佐さ

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

か
ら
「〝
ｎ
ｏ
ｗ 

ａ 

ｄ
ａ
ｙ
ｓ
〟

（
近ち

か

ご
ろ
）
と
い
う
単た

ん

語ご

に
は
な
ぜ
ｓ
が
つ
い
て
い
る
の
か
？
」

と
問と

わ
れ
た
。「
ｓ
」
が
複ふ

く

数す
う

形け
い

を
作つ

く

る
と
い
う
こ
と
を
覚お

ぼ

え

て
い
た
だ
け
で
は
、
説せ

つ

明め
い

に
は
な
ら
な
い
。
ほ
か
の
英え

い

文ぶ
ん

科か

の

先せ
ん

生せ
い

た
ち
に
聞き

い
て
回ま

わ
っ
た
が
、
誰だ

れ

も
答こ

た

え
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
が
分わ

か
っ
た
の
は
２
年ね

ん

後ご

、
渡わ

た

部な
べ

氏し

が
大だ

い

学が
く

に
入は

い
っ
て
、

英え
い

文ぶ
ん

法ぽ
う

の
本ほ

ん

を
読よ

ん
で
い
た
と
き
だ
っ
た
。
Ｓ
に
は
副ふ

く

詞し

を
作つ

く

る
と
い
う
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
働は

た
ら
き
が
あ
る
。
夏な

つ

休や
す

み
に
帰き

省せ
い

し
て
、
佐さ

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

に
こ
の
発は

っ

見け
ん

を
伝つ

た

え
る
と
、
に
っ
こ
り
と
し
て
「
そ
う

い
う
疑ぎ

問も
ん

を
一ひ

と
つ
で
も
自じ

分ぶ
ん

で
解と

く
と
、
う
ん
と
力ち

か
ら
が
伸の

び
る

も
の
だ
」
と
言い

わ
れ
た
。

　
「
本ほ

ん

当と
う

に
分わ

か
る
」
と
は
ど
う
い
う
事こ

と

が
分わ

か
る
と
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
言い

う
こ
と
を
怖お

そ

れ
な
く
な
っ
た
。
大だ

い

学が
く

の
英え

い

文ぶ
ん

科か

で
は
む
ず
か
し
い
話は

な
し
を
わ
か
っ
た
よ
う
に
偉え

ら

そ
う

に
言い

う
の
が
普ふ

通つ
う

で
あ
っ
た
が
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

は
英え

い

詩し

の
大だ

い

部ぶ

分ぶ
ん

は

不ふ

自し

然ぜ
ん

で
わ
か
ら
な
い
、
と
公こ

う

言げ
ん

し
て
憚は

ば
か
ら
な
か
っ
た
。

５
．「
素し

ろ

人う
と

と
し
て
の
知ち

」
を

　
　

ど
う
身み

に
つ
け
る
か

　

後の
ち

に
ア
メ
リ
カ
の
大だ

い

学が
く

に
招

し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
て
一い

ち

年ね
ん

間か
ん

を
過す

ご
し
た

時と
き

に
、
日に

本ほ
ん

語ご

の
講こ

う

談だ
ん

や
捕と

り

物も
の

帖ち
ょ
うは
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
ほ
ど
面お

も

白し
ろ

く
読よ

め
る
の
に
、
な
ぜ
英え

い

語ご

の
小

し
ょ
う

説せ
つ

は
面お

も

白し
ろ

く
読よ

め
な
い
の

か
、
と
考か

ん
が
え
、「
自じ

分ぶ
ん

の
英え

い

語ご

は
本ほ

ん

物も
の

で
は
な
い
」
と
結け

つ

論ろ
ん

づ

け
た
。
そ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
通つ

う

俗ぞ
く

小し
ょ
う

説せ
つ

を
読よ

み
続つ

づ

け
、
つ

い
に
は
身か

体ら
だ

が
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
ほ
ど
面お

も

白し
ろ

く
読よ

め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
分わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
事こ

と

を
恐お

そ

れ
な
い
か
ら
、

「
角か

く

栄え
い

裁さ
い

判ば
ん

」
に
し
ろ
「
南な

ん

京き
ん

大だ
い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」
や
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
に
し
ろ
、
自じ

分ぶ
ん

が
本ほ

ん

当と
う

に
分わ

か
る
ま
で
追つ

い

求き
ゅ
うし
て
い
く
。

　

特と
く

に
左さ

翼よ
く

の
専せ

ん

門も
ん

家か

は
、
マ
ル
ク
ス
が
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

図と

書し
ょ

館か
ん

の
机き

上じ
ょ
うで
壮そ

う

大だ
い

な
理り

論ろ
ん

を
で
っ
ち
あ
げ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継け

い

承し
ょ
うし
て

い
る
せ
い
か
、
事じ

実じ
つ

無む

視し

の
思お

も

い
込こ

み
、
知し

っ
た
か
ぶ
り
が
多お

お

い
か
ら
、
事じ

実じ
つ

を
丹た

ん

念ね
ん

に
調し

ら

べ
て
、
自じ

分ぶ
ん

が
本ほ

ん

当と
う

に
分わ

か
る
ま

で
追つ

い

求き
ゅ
うし
て
い
く
、
と
い
う
渡わ

た

部な
べ

氏し

の
姿し

勢せ
い

に
は
ひ
と
た
ま
り

も
な
く
虚き

ょ

構こ
う

が
暴あ

ば

か
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
渡わ

た

部な
べ

氏し

の
「
素し

ろ

人う
と

の
知ち

」
を
大た

い

切せ
つ

に
し
た
姿し

勢せ
い

を
辿た

ど

っ
て
み
る
と
、〝
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ　

Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
〟
と
い

う
言こ

と

葉ば

が
し
き
り
に
思お

も

い
浮う

か
ぶ
。〝
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
〟
と
は

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

で
「
共

き
ょ
う

有ゆ
う

さ
れ
た
」
と
い
う
意い

味み

で
、
た
と
え

ば
ボ
ス
ト
ン
・
コ
モ
ン
と
言い

え
ば
、
も
と
も
と
ボ
ス
ト
ン
の
市し

民み
ん

が
牛う

し

の
放ほ

う

牧ぼ
く

で
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
て
使つ

か

っ
て
い
た
土と

地ち

で
あ
る
。〝
Ｓ

ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
〟
は
日に

本ほ
ん

語ご

で
言い

え
ば
「
思し

慮り
ょ

分ぶ
ん

別べ
つ

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
ぴ
っ
た
り
す
る
。

　
し
た
が
っ
て〝
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ　

Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
〟と
言い

え
ば
、

「
共

き
ょ
う

有ゆ
う

さ
れ
た
思し

慮り
ょ

分ぶ
ん

別べ
つ

」
と
な
る
。
一い

ち

部ぶ

の
専せ

ん

門も
ん

家か

だ
け

が
持も

っ
て
い
る
知ち

識し
き

や
理り

論ろ
ん

で
は
な
い
。
良よ

き
国こ

く

民み
ん

で
あ
れ
ば
、

同ど
う

様よ
う

の
思し

慮り
ょ

分ぶ
ん

別べ
つ

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
て
い
る
は
ず
だ
、
と
い
う
前ぜ

ん

提て
い

が

そ
の
背は

い

後ご

に
は
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
共

き
ょ
う

有ゆ
う

さ
れ
た
思し

慮り
ょ

分ぶ
ん

別べ
つ

」
は
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

に
属ぞ

く

す
る
人ひ

と

々び
と

が
、
代だ

い

々だ
い

の
歴れ

き

史し

的て
き

経け
い

験け
ん

か

ら
蓄ち

く

積せ
き

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
素し

ろ

人う
と

の
知ち

」
と
言い

え
ば
、
い
か
に
も
「
専せ

ん

門も
ん

家か

の
知ち

」
に

比く
ら

べ
て
低て

い

級き
ゅ
うに
感か

ん

じ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

で
蓄ち

く

積せ
き

さ
れ
、共

き
ょ
う

有ゆ
う

さ
れ
て
き
た
思し

慮り
ょ

分ぶ
ん

別べ
つ

な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

戦せ
ん

時じ

下か

の
配は

い

給き
ゅ
う

制せ
い

度ど

の
ひ
ど
さ
を
体た

い

験け
ん

し
た
人ひ

と

々び
と

は
、
渡わ

た

部な
べ

氏し

の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

も
出で

て
い
な
い
母は

は

親お
や

が
「
勝か

っ

手て

に
商

し
ょ
う

売ば
い

さ
せ
な
い

よ
う
な
政せ

い

治じ

は
ど
ん
な
に
立り

っ

派ぱ

な
こ
と
を
い
っ
て
も
ダ
メ
よ
」

と
い
う
言こ

と

葉ば

に
共

き
ょ
う

感か
ん

し
た
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
〝
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ　
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
〟
で
結む

す

ば
れ

た
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
し
て
の
国こ

く

民み
ん

が
、
専せ

ん

門も
ん

家か

と
し
て
の
議ぎ

員い
ん

や
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

官か
ん

を
選え

ら

ん
で
使つ

か

う
の
が
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
原げ

ん

理り

で
あ
る
。

　

渡わ
た

部な
べ

氏し

が
生

し
ょ
う

涯が
い

を
通つ

う

じ
て
追つ

い

求き
ゅ
うし
て
き
た
の
は
、
徹て

っ

底て
い

し

た
素し

ろ

人う
と

の
、
す
な
わ
ち
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

の
立た

ち

場ば

か
ら
、
歴れ

き

史し

家か

や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

な
ど
専せ

ん

門も
ん

家か

の
暴ぼ

う

走そ
う

を
批ひ

判は
ん

し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
国こ

く

民み
ん

の
〝
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ　

Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
〟

を
守ま

も

り
、
深ふ

か

め
て
き
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
す
れ
ば
、

渡わ
た

部な
べ

氏し

の
生い

き
様ざ

ま

を
天て

ん

才さ
い

と
し
て
敬け

い

し
て
遠と

お

ざ
け
る
の
は
、
氏し

の
本ほ

ん

望も
う

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

国こ
く

民み
ん

一ひ
と

人り

ひ
と
り
が
自じ

身し
ん

の
体た

い

験け
ん

を
も
と
に
「
本ほ

ん

当と
う

に
分わ

か
る
」
ま
で
、
物も

の

事ご
と

を
突つ

き
詰つ

め
て
考か

ん
が
え
る
、
そ
れ
に
よ
っ
て

心し
ん

中ち
ゅ
うの
「
共

き
ょ
う

有ゆ
う

さ
れ
た
思し

慮り
ょ

分ぶ
ん

別べ
つ

」
の
根ね

っ
こ
を
太ふ

と

く
深ふ

か

く
伸の
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「
素し

ろ

人う
と

の
知ち

」
で
専せ

ん

門も
ん

家か

の
暴ぼ

う

走そ
う

を
批ひ

判は
ん

し
、

　
　
　
　
　

国こ
く

民み
ん

の
「
共き

ょ
う

有ゆ
う

さ
れ
た
思し

慮り
ょ

分ぶ
ん

別べ
つ

」
を
守ま

も

り
育そ

だ

て
た
。

６
．
現げ

ん

実じ
つ

の
経け

い

験け
ん

か
、

　
　

机き

上じ
ょ
う

の
空く

う

論ろ
ん

か

３
．
身み

の
危き

険け
ん

も
顧か

え
り

み
ず
に

４
．
憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

の
判は

ん

例れ
い

が

　
　

固こ

定て
い

化か

さ
れ
た
ら
、

　
　
わ
が
国く

に

は
ど
う
な
る
の
か

８
．
共き

ょ
う
同ど

う

体た
い

の
中な

か

で

　
　
「
共き

ょ
う
有ゆ

う

さ
れ
た
思し

慮り
ょ

分ぶ
ん

別べ
つ

」

７
．「
本ほ

ん

当と
う

に
分わ

か
る
」と
い
う
こ
と

ば
し
て
い
く
。
そ
れ
が
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

と
し
て
の
日に

本ほ
ん

を
強つ

よ

く
し
、
ひ
い
て
は
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

を
よ
り
幸こ

う

福ふ
く

に
し
て

い
く
道み

ち

な
の
で
あ
る
。
我わ

れ

々わ
れ

が
渡わ

た

部な
べ

氏し

か
ら
学ま

な

ぶ
べ
き
は
、

こ
の
道み

ち

だ
ろ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】
１
．　

松ま
つ

崎ざ
き

之ゆ
き

貞さ
だ

『「
知ち

の
巨き

ょ

人じ
ん

」
の
人に

ん

間げ
ん

学が
く　

―
評

ひ
ょ
う

伝で
ん　

渡わ
た

部な
べ

昇
し
ょ
う

一い
ち
』、
ビ
ジ
ネ
ス
社し

ゃ

、
Ｈ
２
９
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Trump diz que está pronto para se 
reunir com Kim Jong Un

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Coreia do Norte (09/03/2018)

Autoridades da Casa Bran-
ca confirmaram que o pre-
sidente americano, Donald 
Trump, aceita a ideia de se 
reunir com o líder da Coreia 
do Norte até maio.
Representantes da Coreia 
do Sul fizeram o anúncio na 
Casa Branca na quinta-feira, 
após terem entregue pesso-
almente a Trump uma carta 
de Kim Jong Un.

O chefe do Escritório de Se-
gurança Nacional sul-corea-
no, Chung Eui-yong, disse 
que revelou ao presidente 
Trump que em sua reunião 
com o líder norte-coreano, 
Kim Jong Un, este afirmou 
que está comprometido com 
a desnuclearização. Disse 
também que Kim prometeu 
que a Coreia do Norte irá se 
abster de fazer novos testes 

nucleares e de mísseis. Se-
gundo Chung, o líder norte-
coreano compreende que os 
exercícios militares de rotina 
entre a República da Coreia e 
os Estados Unidos precisam 
continuar.
Trump publicou no Twitter 
que Kim falou com represen-
tantes da Coreia do Sul sobre 
uma desnuclearização com-
pleta, e não apenas um con-

gelamento. Ele acrescentou 
que as sanções vão perma-
necer em vigor até que che-
guem a um acordo.
Se a reunião entre Trump 
e Kim for realizada, será a 
primeira entre líderes dos 
dois países. Não há detalhes 
sobre quando e onde exata-
mente ela poderá ocorrer.

Trump diz que vai monitorar se 
Coreia do Norte está comprometida 
com desnuclearização

Coreia do Norte (07/03/2018)

O primeiro-ministro do 
Japã presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, deu 
a entender que vai monito-
rar se a Coreia do Norte está 
comprometida a desistir de 
seu programa nuclear.
Na terça-feira, Trump con-
versou com repórteres na 
Casa Branca, após o anún-
cio de que as duas Coreias 

haviam concordado em rea-
lizar uma reunião de cúpula 
entre seus líderes no final de 
abril.
O presidente americano 
descreveu as declarações 
feitas pelos líderes de am-
bos os países como “muito 
positivas”. Ele disse que 
isso será algo excelente para 
o mundo.

Lideranças chinesas expressam 
apoio a fim do limite para 
mandatos presidenciais

China (08/03/2018)

A imprensa estatal chi-
nesa informou que as lide-
ranças do país expressaram 
apoio esmagador em favor 
de permitir que presiden-
tes governem por período 
indeterminado. Isso inclui-
ria o atual presidente, Xi 
Jinping.
O anual Congresso Nacio-
nal do Povo, que está sendo 
realizado na China, deve 
adotar emendas à Constitui-
ção no domingo. Entre elas 
está a abolição do limite de 
mandatos presidenciais.
Se a medida for aprovada, 
o presidente Xi Jinping po-
derá permanecer no cargo 
indefinidamente após o fim 
do seu segundo mandato 
em 2023.
Algumas pessoas expressa-
ram sua oposição à emen-
da, sob o argumento de que 

ela pode levar a uma di-
tadura.
Entretanto, na quarta-
feira, a Televisão Central 
da China informou em 
seu principal noticiário 
que todos os membros 
participantes concorda-
ram com o projeto de 
emenda.
O noticiário apresentou 
comentários apoiando 
integralmente o projeto, 
proposto por Xi e algu-
mas dezenas de mem-
bros que irão assumir 
cargos importantes no 
Partido Comunista.
Um participante disse 
que o projeto de emen-
da representa a vontade 
do povo, enquanto outro 
disse que ele irá promo-
ver estabilidade de longo 
prazo.

Donald Trump afirmou que 
Pyongyang parece estar 
agindo positivamente e que 
Washington vai ver o que 
acontece. Ele expressou o 
desejo de que o lado nor-
te-coreano aja de maneira 
apropriada. Acrescentou 
que, de qualquer maneira, 
seu país encontra-se prepa-
rado.

Anteriormente, também na 
terça-feira, a Casa Branca 
divulgou uma declaração 
do vice-presidente Mike 
Pence.
O documento diz que “todas 
as opções estão na mesa” e 
que a posição dos Estados 
Unidos em relação à Coreia 
do Norte não mudará a não 
ser que “medidas concretas, 
verificáveis e confiáveis” 
rumo à desnuclearização 
sejam constatadas.

Comentário — 40 anos do Tratado de Paz 
e Amizade entre o Japão e a China

Comentário (08/03/2018)

Em 2017, foram assinala-
dos os 45 anos da normali-
zação dos laços diplomáti-
cos nipo-chineses. Em 2018, 
são os 40 anos do Tratado de 
Paz e Amizade entre o Japão 
e a China. Neste Comentá-
rio, o jornalista Akihiro Mi-
koda, da NHK, fala dos ru-
mos das relações bilaterais.
“Em 2012, quando o go-
verno do Japão adquiriu de 
um proprietário particular 
japonês algumas das Ilhas 
Senkaku, os laços nipo-chi-
neses estiveram tempora-
riamente estremecidos. O 
Japão controla as ilhas. O 
governo japonês sustenta 
que elas são parte inerente do 
território do Japão. A China 
e Taiwan reivindicam a sua 
soberania. Hoje, porém, o 
relacionamento nipo-chinês 
está melhorando. A atitude 

de Pequim em relação a Tó-
quio teve nítida mudança no 
final do ano passado, quan-
do uma missão de empresá-
rios japoneses foi recebida 
na capital chinesa pelo pri-
meiro-ministro, Li Keqiang. 
Integrava a missão de 250 
membros, uma das maiores 
do gênero, o presidente da 
Federação das Empresas do 
Japão — Keidanren. O pre-
miê chinês recebeu os em-
presários no Grande Palácio 
do Povo, cumprimentando 
pessoalmente 30 deles com 
um aperto de mão, em claro 
sinal de calorosas boas-vin-
das.
Atualmente a China adota 
o que chama de ‘iniciativa 
cinturão e rota’, com o obje-
tivo de dar contínuo desen-
volvimento à sua economia. 
Faz isso por meio de inves-

timentos em obras de infra-
estrutura em amplas regiões, 
da Ásia à Europa e Oriente 
Médio, com a meta simul-
tânea de promover os laços 
econômicos com países des-
tas regiões.
Agora Tóquio demonstra 
uma atitude positiva no sen-
tido de cooperar com Pe-
quim no desenvolvimento 
de infraestrutura nos países 
abrangidos pela ‘iniciativa 
cinturão e rota’. O motivo é 
a sensação de crise que vi-
nha surgindo entre empresas 
japonesas receosas de ficar 
atrás da China em negócios 
de infraestrutura na Ásia. A 
situação teve a atenção do 
governo japonês.
Em encontro recente, o mi-
nistro dos Negócios Estran-
geiros do Japão, Taro Kono, 
e o primeiro-ministro da 

China, Li Keqiang, decidi-
ram fazer da passagem dos 
40 anos de assinatura do 
Tratado de Paz e Amizade, 
em 2018, um período de 
melhora crescente nas rela-
ções bilaterais.
Além disso, o presidente 
chinês, Xi Jinping, adota, 
como partes integrantes de 
futuras medidas econômi-
cas, a eliminação das dispa-
ridades econômicas e regio-
nais, e também melhorias 
ambientais. Assim a China 
quer que empresas japone-
sas passem a atuar em áreas 
rurais do país para criar em-
pregos localmente e utilizar 
suas tecnologias avançadas 
em medidas nacionais do 
meio ambiente.
E, diante do rápido enve-
lhecimento da sociedade, a 
China quer aprender com 

Comentário — A assinatura da 
Parceria Transpacífica

Comentário  (07/03/2018)

No dia 8 de março, o Ja-
pão e mais dez países parti-
cipantes da Parceria Trans-
pacífica (TPP) vão se reunir 
no Chile para a cerimônia 
de assinatura do acordo. 
O ministro da Revitaliza-
ção Econômica do Japão, 
Toshimitsu Motegi, deve 
participar da cerimônia.
No Comentário de hoje, 
vamos ouvir Yorizumi Wa-
tanabe, professor da Facul-
dade de Gestão de Políticas 
da Universidade Keio. Ele 
vai nos falar sobre o sig-
nificado da assinatura da 
chamada TPP-11 depois da 
saída dos Estados Unidos 
das negociações.
Ele diz: “A verdade é que 
seria melhor ter os Estados 
Unidos em uma TPP com 
doze países. Mas, depois 
que Donald Trump assumiu 
a presidência americana, 
Washington abandonou as 

negociações. Desde então, 
nos Estados Unidos, o pro-
tecionismo vem ganhando 
força. Por exemplo, Wa-
shington anunciou planos 
de impor altas taxas sobre 
o aço e o alumínio impor-
tados para restringir carre-
gamentos. Além disso, foi 
anunciado quarta-feira que, 
Gary Cohn, que se declarou 
contra a medida, vai renun-
ciar à direção do Conselho 
Econômico Nacional.
Acredito que a assinatura 
da TPP-11 com onze pa-
íses membros da região 
Ásia-Pacífico é importante 
se considerarmos que o do-
cumento pede a melhora do 
acesso a mercados. O pedi-
do inclui a abolição de tari-
fas. Sendo assim, a assina-
tura representa a formação 
de uma força de oposição 
ao protecionismo america-
no.

Ainda assim, o texto da 
TPP-11 continua levando 
em conta a posição dos Es-
tados Unidos. Temos como 
exemplo o Vietnã, que es-
tava preparado para aceitar 
regras mais rígidas sobre a 
tarifação de têxteis quando 
os americanos ainda parti-
cipavam das conversações. 
Isso porque os vietnamitas 
queriam acesso ao mercado 
nos Estados Unidos. Con-
tudo, assim que Washin-
gton se afastou da mesa 
de negociações, o Vietnã 
propôs um abrandamento 
das regras, para que pudes-
se dessa forma aumentar a 
exportação de seus têxteis. 
O problema é que, caso a 
regra fosse suavizada, fica-
ria difícil para os Estados 
Unidos voltarem às nego-
ciações. Desta forma, o Ja-
pão convenceu o Vietnã a 
continuar aceitando a regra 

da forma como ela está. Ou 
seja, Tóquio exerceu um 
papel importante no pro-
cesso de convencimento do 
Vietnã.
O texto da TPP-11 tem cer-
ca de mil cláusulas. Destas, 
cerca de 20 se referem a 
diferenças que não pude-
ram ser resolvidas entre os 
Estados Unidos e outros 
países. Elas incluem o pe-
ríodo de proteção de dados 
biológicos e a resolução de 
disputas de direitos auto-
rais, além de disputas entre 
investidores e governos. 
Concordou-se, no final, em 
manter estas questões em 
aberto, antecipando que os 
Estados Unidos possam um 
dia voltar às negociações. 
Acredito que este é o as-
pecto mais importante da 
TPP-11.
A parceria vai entrar em vi-
gor assim que seis dos onze 
países membros concluam 
procedimentos internos de 
ratificação. Espero que o 
Japão tome a iniciativa e 
se empenhe para ratificar o 
documento.”

Abe deverá conversar com 
Trump sobre questão norte-
coreana em abril

Diplomacia (09/03/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, disse 
ter concordado com o pre-
sidente Donald Trump em 
realizar um encontro nos 
Estados Unidos, já no mês 
que vem.
Abe falou em uma coletiva 
de imprensa em Tóquio, na 
sexta-feira, após ter con-
versado por telefone com 
Trump.
Ele disse que o Japão vai 
continuar a impor máxima 
pressão sobre a Coreia do 
Norte até que aquele país 
tome uma ação concreta 
para abandonar seus pro-
gramas nuclear e de mís-
seis.
Acrescentou que vai tra-
balhar em conexão com 

Trump para resolver a 
questão do desenvolvi-
mento nuclear e de mís-
seis da Coreia do Norte, 
assim como a dos se-
questros de cidadãos ja-
poneses.
O premiê se referiu tam-
bém à proposta norte-co-
reana de realizar conver-
sações com o presidente 
dos Estados Unidos com 
a premissa de desnuclea-
rizar a Coreia do Norte.
Ele disse que a mudan-
ça da atitude da Coreia 
do Norte é resultado da 
contínua pressão impos-
ta pelo Japão, Estados 
Unidos, Coreia do Sul 
e a comunidade interna-
cional.

o Japão — país em que o 
processo está avançado — 
modos de preparar o seu 
sistema de bem-estar social 
e desenvolver negócios de 
cuidados assistenciais em 
uma nação na qual seja cres-
cente a proporção de idosos. 
Para firmas japonesas que 
enfrentam no Japão o pro-
blema de uma população e 
um mercado em contração, 
o imenso mercado de 1,4 
bilhão de consumidores da 
China é atraente. As em-
presas japonesas preocu-
pam-se, entretanto, com a 

insuficiente proteção aos 
direitos de propriedade 
intelectual no país. Deste 
modo, Tóquio pede a Pe-
quim melhorias no setor.
Este ano deverá haver 
avanço crescente na co-
operação entre o Japão e 
a China na área empre-
sarial. É provável tam-
bém que se tornem mais 
frequentes iniciativas de 
diálogo sobre medidas 
governamentais destina-
das a tratar de questões 
que os dois países enfren-
tam.”
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で
人ひ

と

々び
と

の
心こ

こ
ろ

を
明あ

か

る
く
し
た

花は
な

の
種た

ね

だ
け
あ
り
、
食た

べ
て

も
ご
利り

益や
く

が
あ
り
そ
う
。
ま

た
、
咲さ

い
た
花は

な

の
写し

ゃ

真し
ん

を

福ふ
く

島し
ま

さ
ん
に
送お

く

り
た
い
人ひ

と

は
（m

o
m

ich
ik

i@
ya-

h
oo.co.jp

）
ま
で
。
日に

本ほ
ん

で
は
今こ

年と
し

８
年ね

ん

目め

の
夏な

つ

を
迎む

か

え
る
か
ら
８
世せ

い

ま
で
し
か
な

い
。
と
こ
ろ
が
南

み
な
み

半は
ん

球き
ゅ
うの
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
こ
の
昨さ

く

年ね
ん

１
１

月が
つ

か
ら
夏な

つ

と
な
り
、
日に

本ほ
ん

よ

　

今こ

年と
し

も
３
・
１
１
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

の
日ひ

が
目も

く

前ぜ
ん

に
―
―
２
０
１
１
年ね

ん

３
月が

つ

１
１
日に

ち

午ご

後ご

２
時じ

４
６
分ぷ

ん

、
三さ

ん

陸り
く

沖お
き

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
最さ

い

大だ
い

震し
ん

度ど

７
の
強つ

よ

い
揺ゆ

れ
が
襲お

そ
っ
た
。
宮み

や

城ぎ

県け
ん

石い
し
の

巻ま
き

市し

で
は
市し

内な
い

の
鮎あ

ゆ

川か
わ

浜は
ま

か
ら
８
・６
メ
ー
ト
ル
以い

上じ
ょ
うの
高た

か

さ
（
鮎あ

ゆ

川か
わ

検け
ん

潮ち
ょ
う

所じ
ょ

発は
っ

表ぴ
ょ
う）
の
津つ

波な
み

が
押お

し
寄よ

せ
、
市し

内な
い

の
人じ

ん

命め
い

や
建た

て

物も
の

を
襲お

そ
っ
た
。
そ
の
津つ

波な
み

で
流な

が

さ
れ
て
き
た
ひ
ま

わ
り
の
種た

ね

が
開か

い

花か

し
て
話わ

題だ
い

を
呼よ

び
、
塩え

ん

害が
い

に
負ま

け
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
ど
根こ

ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
」
と
名な

付づ

け
ら
れ
た
。
採さ

い

取し
ゅ

さ
れ
た
種た

ね

が
様さ

ま

々ざ
ま

な
人ひ

と

の
手て

に
渡わ

た

り
、
聖せ

い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うで
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通か

よ

う
福ふ

く

島し
ま

文も
み
じ

遥
さ
ん
（
宮み

や

城ぎ

県け
ん

石い
し
の

巻ま
き

市し

、
１
７
）
は
昨さ

く

年ね
ん

１
０
月が

つ

か
ら
「
ど
根こ

ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

ｉ
ｎ　

Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｉ
ｌ
」
を
始は

じ

め
、
そ
の
種た

ね

を
伯は

っ

国こ
く

で
配は

い

布ふ

し
は
じ
め
た
。

り
一ひ

と

足あ
し

早は
や

く
８
世せ

い

が
咲さ

い
て
、

す
で
に
種た

ね

が
配は

い

布ふ

さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　
　

◎

　

米べ
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市し

マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
区く

の
大お

お

通ど
お

り
「
５

番ば
ん

街が
い

」
に
並な

ら

ん
で
い
る
博は

く

物ぶ
つ

館か
ん

や
美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

が
、
そ
の
存そ

ん

在ざ
い

認に
ん

識し
き

を
高た

か

め
て
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

化か

の

支し

援え
ん

を
促そ

く

進し
ん

す
る
た
め
に
、

毎ま
い

年と
し

６
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

し
て
い
る

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
マ
イ
ル
・

ら
」
と
い
う
想お

も

い
か
ら
始は

じ

め

た
。

　

ど
根こ

ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
の
種た

ね

は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くの
下も

と

、
伯は

っ

国こ
く

各か
く

地ち

の
ほ
か
、

１
６
年ね

ん

４
月が

つ

に
大だ

い

震し
ん

災さ
い

に
遭あ

っ
た
エ
ク
ア
ド
ル
の
マ
ン
タ
市し

に
も
渡わ

た

っ
た
。
今こ

年と
し

１
月が

つ

の

日に
ち

エ
ク
ア
ド
ル
外が

い

交こ
う

関か
ん

係け
い

樹じ
ゅ

立り
つ

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

中ち
ゅ
う、
日に

本ほ
ん

側が
わ

か
ら
マ
ン
タ
市し

長ち
ょ
うの
ホ
ル
ヘ
・
オ
ル
レ
ー
・
ザ

ン
ブ
ラ
ノ
・
セ
デ
ー
ニ
ョ
氏し

に

も
渡わ

た

さ
れ
た
そ
う
だ
。

　

福ふ
く

島し
ま

さ
ん
は
ひ
ま
わ
り
を

育そ
だ

て
た
人ひ

と

か
ら
開か

い

花か

し
た
写し

ゃ

真し
ん

を
募つ

の
っ
て
い
る
。
一い

ち

番ば
ん

早は
や

く

開か
い

花か

し
た
の
は
１
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
ん、

イ
ン
ダ
イ
ア
ツ
ー
バ
市し

の
牧ま

き

野の

圭け
い

太た

郎ろ
う

さ
ん
も
の
。
牧ま

き

野の

さ
ん
か
ら
ど
根こ

ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
の

写し
ゃ

真し
ん

と
一い

っ

緒し
ょ

に
、「
こ
の
辺へ

ん

の

土つ
ち

は
酸さ

ん

性せ
い

が
強つ

よ

い
の
で
、
石

せ
っ
か
い

灰
や
枯か

れ

葉は

を
使つ

か

い
中

ち
ゅ
う

和わ

さ
せ

る
な
ど
の
工く

夫ふ
う

を
し
た
」
と

報ほ
う

告こ
く

が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

福ふ
く

島し
ま

さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振ふ

り
返か

え

り
、

「
石

い
し
の

巻ま
き

の
ひ
ま
わ
り
に
比く

ら

べ
、

伯は
っ

国こ
く

で
育そ

だ
っ
た
も
の
は
と
て
も

大お
お

き
い
。
各か

く

地ち

で
立り

っ

派ぱ

な
ど

根こ
ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
が
咲さ

き
、
伯は

っ

国こ
く

の
地ち

で
見み

事ご
と

な
『
ど
根こ

ん

性じ
ょ
う』

を
見み

せ
て
く
れ
て
い
る
」
と

語か
た

り
、「
今こ

ん

回か
い

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
き
っ
か
け
に
、
世せ

界か
い

中
じ
ゅ
う

に
ど
根こ

ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
を
咲さ

か

せ
た
い
」
と
希き

望ぼ
う

を
語か

た
っ
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（
平

ひ
ら
っ

田た

ア
ン
ジ
ェ
ラ
館か

ん

長ち
ょ
う

）
は
、

「
第だ

い

８
回か

い

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

会か
い

」
を

先せ
ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

に
同ど

う

館か
ん

で
行

お
こ
な

っ

た
。
４
月が

つ

１
日に

ち

か
ら
新し

ん

発ほ
っ

足そ
く

す
る
「
Ｊ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
」
に
お
け
る
事じ

務む

局き
ょ
く

新し
ん

体た
い

制せ
い

や
こ
れ
ま
で
の
運う

ん

営え
い

状
じ
ょ
う

況き
ょ
う、
今こ

ん

後ご

の
運う

ん

営え
い

予よ

算さ
ん

に
つ

い
て
議ぎ

論ろ
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

５
月が

つ

開か
い

館か
ん

か
ら
８
カ
月げ

つ

で

来ら
い

館か
ん

者し
ゃ

数す
う

が
５
０
万ま

ん

台だ
い

の
大お

お

台だ
い

を
超こ

え
、
１
２
～
２
月が

つ

の

休き
ゅ
う

暇か

シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て

も
来ら

い

館か
ん

者し
ゃ

数す
う

を
順

じ
ゅ
ん

調ち
ょ
うに
伸の

ば

し
、
今こ

ん

月げ
つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んに
も
７
０
万ま

ん

人に
ん

達た
っ

成せ
い

を
見み

込こ

む
。

　

１
１
日に

ち

に
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｐ
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
近き

ん

隣り
ん

７
施し

設せ
つ

が
同ど

う

時じ

開か
い

催さ
い

す
る
文ぶ

ん

化か

事じ

業ぎ
ょ
う「
パ
ウ
リ

　

本ほ
ん

紙し

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

で
も
読ど

く

者し
ゃ

か

ら
届と

ど

け
ら
れ
た
９
世せ

い

の
種た

ね

を

無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

し
て
い
る
。

ス
タ
・
ク
ル
ツ
ラ
ル
」
に
参さ

ん

加か

す
る
。
こ
れ
は
各お

の

々お
の

の
施し

設せ
つ

が
場ば

所し
ょ

を
提て

い

供き
ょ
うし
、
互た

が

い

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展て

ん

示じ

し
あ

う
も
の
。
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
外が

い

国こ
く

機き

関か
ん

と
し
て

は
唯ゆ

い

一い
つ

の
参さ

ん

加か

と
な
る
。
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

的て
き

な
施し

設せ
つ

に
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
語か

た

る
。

　

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

を
継け

い

続ぞ
く

的て
き

に
引ひ

き

　

生せ
い

長ち
ょ
うの
家い

え

ブ
ラ
ジ
ル
伝で

ん

道ど
う

本ほ
ん

部ぶ

（
向

む
か
い

芳よ
し

夫お

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は

第だ
い

８
９
回か

い

立り
っ

教き
ょ
う

記き

念ね
ん

日び

・

総そ
う

裁さ
い

法ほ
う

燈と
う

継け
い

承し
ょ
う

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
４
日か

、
聖せ

い

市し

ジ
ャ
バ
ク
ア

ラ
区く

の
本ほ

ん

部ぶ

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

し
、
約や

く

５
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し

た
。
８
９
年ね

ん

前ま
え

に
雑ざ

っ

誌し

『
生せ

い

長ち
ょ
うの
家い

え

』
を
１
千せ

ん

部ぶ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し

た
こ
と
か
ら
始は

じ

ま
り
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
同ど

う

伝で
ん

道ど
う

本ほ
ん

部ぶ

だ
け
で
月つ

き

６
０
万ま

ん

部ぶ

を
発は

っ

行こ
う

し
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

、
ア
フ
リ
カ
、
欧お

う

州し
ゅ
う
な
ど

１
８
カ
国こ

く

に
布ふ

教き
ょ
う
す
る
な
ど

日に

本ほ
ん

を
超こ

え
る
２
５
０
万ま

ん

人に
ん

超ち
ょ
うの
信し

ん

者じ
ゃ

を
抱か

か

え
る
と
い
う
。

　

向
む
か
い

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
創そ

う

立り
つ

者し
ゃ

の

谷た
に

口ぐ
ち

雅ま
さ

春は
る

先せ
ん

生せ
い

は
『
人じ

ん

類る
い

に

光こ
う

明み
ょ
うを
与あ

た

え
る
』
と
の
大た

い

志し

を
抱い

だ

い
て
発は

っ

行こ
う

し
た
が
、
最さ

い

初し
ょ

は
わ
ず
か
１
千せ

ん

部ぶ

。
で

も
教お

し

え
が
的ま

と

を
得え

て
い
た
か

ら
現げ

ん

在ざ
い

の
よ
う
に
世せ

界か
い

に
広ひ

ろ

ま
っ
た
」
と
説と

い
た
。

　

体た
い

験け
ん

談だ
ん

発は
っ

表ぴ
ょ
うで
加か

藤と
う

正ま
さ

男お

パ
ウ
ロ
さ
ん
は
、「
銀ぎ

ん

行こ
う

の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
開か

い

発は
つ

を
す
る
会か

い

社し
ゃ

を
２
人に

ん

で
始は

じ

め
た
。
最さ

い

初し
ょ

の
１
２
年ね

ん

間か
ん

は

赤あ
か

字じ

続つ
づ

き
で
、
税ぜ

い

金き
ん

の
未み

払は
ら

い
が
す
ご
い
金き

ん

額が
く

に
な
っ
て
い

た
。『
甘か

ん

露ろ

の
法ほ

う

雨あ
め

』
を
熱ね

っ

心し
ん

に
読よ

ん
で
湧わ

い
て
き
た
ア
イ

デ
ア
を
実じ

っ

行こ
う

す
る
中な

か

で
徐じ

ょ
じ
ょ々

に
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

が
上う

わ

向む

き
に
な
り
、

１
８
年ね

ん

目め

に
借

し
ゃ
っ

金き
ん

を
全ぜ

ん

額が
く

返へ
ん

済さ
い

し
、
現げ

ん

在ざ
い

２
９
年ね

ん

目め

で
社し

ゃ

員い
ん

が
２
５
０
人に

ん

ま
で
増ふ

え
た
。

こ
れ
も
み
教お

し

え
を
実じ

っ

践せ
ん

し
て

き
た
お
か
げ
」
と
語か

た

る
と
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が
わ
い
た
。

　

続つ
づ

い
て
ア
ン
ド
レ
イ
ア
・

　

現げ
ん

代だ
い

陶と
う

芸げ
い

会か
い

（
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｒ

ａ
ｓ
、
生い

駒こ
ま

憲け
ん

二じ

郎ろ
う

会か
い

長ち
ょ
う

）

が
『
現げ

ん

代だ
い

陶と
う

芸げ
い

展て
ん

示じ

会か
い　

伯は
っ

国こ
く

と
英え

い

国こ
く

』
を
４
月が

つ

１
日た

ち

ま

で
、
聖せ

い

市し

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
区く

の
伯は

く

英え
い

国こ
く

セ
ン
タ
ー
（R

u
a 

Ferreira de A
rau

jo, 
7

4
1

）
で
開か

い

催さ
い

し
て
い
る
。

伯は
く

英え
い

国こ
く

セ
ン
タ
ー
、
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

化か

局き
ょ
くな
ど
が
協

き
ょ
う

賛さ
ん

。

　

伯は
っ

国こ
く

の
陶と

う

芸げ
い

家か

が
７
７

人に
ん

、
英え

い

国こ
く

か
ら
１
２
人に

ん

、
招

し
ょ
う

待た
い

さ
れ
た
陶と

う

芸げ
い

家か

７
人に

ん

が
そ

れ
ぞ
れ
２
～
３
点て

ん

作さ
く

品ひ
ん

を
展て

ん

示じ

す
る
。
そ
の
ほ
か
、
１
０

日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
陶と

う

芸げ
い

家か

に
よ
る
講こ

う

演え
ん

、
電で

ん

気き

ろ
く
ろ

の
実じ

つ

演え
ん

な
ど
が
行お

こ

な
わ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
生い

駒こ
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
「
聖せ

い

市し

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

得え

て
大お

お

き
く
イ
ベ
ン
ト
を
開か

い

催さ
い

で
き
る
。
是ぜ

非ひ

作さ
く

品ひ
ん

を
見み

に
来き

て
欲ほ

し
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
う
を

呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
ａ

ｓ
（contato@

ccbras.
com

.br

）
ま
で
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
そ
の

パ
ウ
リ
ス
タ
大だ

い

通と
お

り
版ば

ん

が

「
パ
ウ
リ
ス
タ
・
ク
ル
ツ
ラ

ル
」
だ
。
歩ほ

行こ
う

者し
ゃ

天て
ん

国ご
く

と
な

る
日に

ち

曜よ
う

日び

を
利り

用よ
う

し
て
大お

お

通
ど
お
り

沿ぞ

い
の
各か

く

施し

設せ
つ

で
、
劇げ

き

や
音お

ん

楽が
く

、
芸げ

い

術じ
ゅ
つ、
舞ぶ

踊よ
う

、
文ぶ

ん

学が
く

、

映え
い

画が

な
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
催も

よ
お

し
を
基き

本ほ
ん

無む

料り
ょ
うで
提て

い

供き
ょ
うす
る
。
Ｊ
Ｈ

と
し
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
に

て
１
１
時じ

半は
ん

か
ら
紙か

み

芝し
ば

居い

、

イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ッ
ト
・
モ

レ
イ
ラ
・
サ
レ
ス
に
て
１
１

時じ

か
ら
赤あ

か

堀ほ
り

雄ゆ
う

三ぞ
う

さ
ん
と
海か

い

藤と
う

洋よ
う

平へ
い

さ
ん
に
よ
る
三し

ゃ

味み

線せ
ん

と
太た

い

鼓こ

の
演え

ん

奏そ
う

、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｐ

に
て
午ご

後ご

２
、３
時じ

の
２
回か

い

に
渡わ

た

っ
て
、
風ふ

呂ろ

敷し
き

の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行お

こ
な

う
。
他た

の

施し

設せ
つ

で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発は

っ

信し
ん

す
る
こ
と
で
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

と

の
関か

ん

係け
い

が
希き

薄は
く

な
客

き
ゃ
く

層そ
う

に

も
、
興

き
ょ
う

味み

を
も
っ
て
も
ら
う

良よ

い
機き

会か
い

と
な
り
そ
う
だ
。

　

福ふ
く

島し
ま

さ
ん
は
試し

験け
ん

勉べ
ん

強
き
ょ
う

で
多た

忙ぼ
う

な
中な

か

、
メ
ー
ル
で
取し

ゅ

材ざ
い

に
応こ

た

え
た
。
昨さ

く

年ね
ん

の
夏な

つ

に

一い
ち

時じ

帰き

国こ
く

し
た
際さ

い

、「
が
ん

ば
れ
！　

石
い
し
の

巻ま
き

の
会か

い

」（
遠え

ん

藤ど
う

伸し
ん

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
う）
が
配は

い

布ふ

し
た
ど

根こ
ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
を
見み

て
、「
ブ

ラ
ジ
ル
で
も
」と
思お

も

い
つ
い
た
。

「
ど
根こ

ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
が
９
世せ

い

、

１
０
世せ

い

と
世せ

代だ
い

を
経へ

て
広ひ

ろ

が

り
続つ

づ

け
、
そ
の
ひ
ま
わ
り
を

育そ
だ

て
た
人ひ

と

や
見み

た
人ひ

と

が
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

に
興

き
ょ
う

味み

を
持も

ち
、

記き

憶お
く

の
風ふ

う

化か

を
阻そ

止し

で
き
た

「
伯は

っ

国こ
く

の
花は

な

と
て
も
大お

お

き
い
」

東ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

に
負ま

け
ず
咲さ

く

つ
け
る
施し

策さ
く

と
し
て
は
、
週

し
ゅ
う

３
日か

、
同ど

う

館か
ん

や
展て

ん

示じ

に
つ
い

て
説せ

つ

明め
い

す
る
ガ
イ
ド
の
配は

い

置ち

を
開か

い

始し

。
聖せ

い

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

と
協

き
ょ
う

定て
い

を
結む

す

び
、
昨さ

く

年ね
ん

に
は
州

し
ゅ
う

立り
つ

学が
っ

校こ
う

１
４
校こ

う

か
ら
１
９
８
４

人に
ん

の
生せ

い

徒と

を
招

し
ょ
う

待た
い

し
た
と
い

い
、
今こ

年と
し

も
継け

い

続ぞ
く

的て
き

し
て
ゆ

く
見み

通と
お

し
だ
。

　

今こ
ん

後ご

の
企き

画か
く

展て
ん

と
し
て
は

み
教お

し

え
で
企き

業ぎ
ょ
う

繁は
ん

栄え
い

、
家か

族ぞ
く

安あ
ん

泰た
い

第だ
い

８
９
回か

い

立り
っ

教き
ょ
う

大だ
い

祭さ
い

を
盛せ

い

大だ
い

に
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

伝つ
た

え
る
本ほ

ん

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

会か
い

、
１
０
日か

に

日に
っ

系け
い

作さ
っ

家か

・
佐さ

野の

シ
ル
ヴ
ィ
オ
さ
ん

４
月が

つ

３
日か

か
ら
６
月が

つ

３
日か

に
か
け
て
、
特と

く

別べ
つ

企き

画か
く

展て
ん

「
オ

ス
カ
ル
・
オ
オ
イ
ワ
」
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
オ
ス
カ
ル
氏し

は

戦せ
ん

後ご

移い

民み
ん

２
世せ

い

で
、
１
１
年ね

ん

間か
ん

日に

本ほ
ん

に
在ざ

い

住じ
ゅ
うし
美び

術じ
ゅ
つを
学ま

な

　

日に
っ

系け
い

作さ
っ

家か

の
佐さ

野の

シ
ル
ヴ

ィ
オ
さ
ん
は
、
自じ

身し
ん

の
コ
ラ

ム
や
短た

ん

編ぺ
ん

小し
ょ
う

説せ
つ

、
詩し

を
ま
と

め
た
「
Ｋ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
ｓ　

Ｋ

ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｓ　

Ｋ
ａ
ｎ

ｃ
ｏ
ｅ
ｓ
」
の
刊か

ん

行こ
う

を
記き

念ね
ん

し
、
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

記き

念ね
ん

イ
ベ
ン
ト
を

１
０
日か

午ご
ご後
２
時じ

か
ら
７
時じ

ま
で
、
三み

重え

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（A
v. 

L
in

s V
a

sco
n

celo
s, 

3
3

5
2

, V
ila M

a
ri -

an
a

）で
行お

こ
な

う
。
千せ

ん

冊さ
つ

刊か
ん

行こ
う

、

３
０
レ
。

　

８
つ
の
短た

ん

編ぺ
ん

小し
ょ
う

説せ
つ

「
Ｋ

ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
ｓ
」
で
は
、
祖そ

父ふ

の
歴れ

き

史し

を
描か

い
た
「
カ
ネ
タ

ロ
ウ
」
な
ど
を
掲け

い

載さ
い

。「
Ｋ

ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｓ
」
で
は
約や

く

２
０
年ね

ん

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

や
ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
ク

紙か
み

で
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
佐さ

野の

さ
ん
の
コ
ラ
ム
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日に

っ

系け
い

カ
ラ
オ
ケ
歌か

手し
ゅ

に
人に

ん

気き

の
「
乾か

ん

杯ぱ
い

」（
長な

が

淵ぶ
ち

剛つ
よ
し）
な
ど
の
曲き

ょ
く

に
あ
わ
せ

自じ

作さ
く

の
詩し

を
綴つ

づ

っ
た
「
Ｋ
ａ

ｎ
ｃ
ｏ
ｅ
ｓ
」
も
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
佐さ

野の

さ
ん
は
「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
知し

る
た
め
に
、
伯は

く

人じ
ん

に
も
読よ

ん

で
欲ほ

し
い
」
と
語か

た

っ
た
。

ど根
こん

性
じょう

ひまわり、ブラジルでも
（７） ２０１８年第４９５３号 	 ３月	１０日	（土曜日）

現げ
ん

代だ
い

陶と
う

芸げ
い

展て
ん

示じ

会か
い

伯は
く
英え
い
国こ
くセ
ン
タ
ー
で
来ら
い
月げ
つ１
日に
ち
ま
で

パ
ウ
リ
ス
タ
・
ク
ル
ツ
ラ
ル
１
１
日に

ち

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

７
０
万ま

ん

人に
ん

、
今こ

ん

月げ
つ

達た
っ

成せ
い

へ

ジャパン・ハウス

ア
チ
バ
イ
ア
の
農の

う

場じ
ょ
う

で
開か

い

花か

し
た
ど
根こ

ん

性じ
ょ
う

ひ
ま
わ
り
８
世せ

い

会
かい

合
ごう

を終
お

えた関
かん

係
けい

者
しゃ

新し
ん

作さ
く

を
出し

ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
佐さ

野の

さ
ん

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら
い

社し
ゃ

し
た

生い

駒こ
ま

さ
ん

本ほ
ん

語ご

で
通と

お

し
て
い
ま
す
」
と

微ほ
ほ

笑え

ん
だ
。

ケーキを前
まえ

に「使
し

命
めい

行
こう

進
しん

曲
きょく

」を大
だい

合
がっ

唱
しょう

する幹
かん

部
ぶ

や来
らい

賓
ひん

　

福ふ
く

島し
ま

文も
み
じ遥
さ
ん
が
伯は

っ

国こ
く

で

配は
い

布ふ

を
始は

じ

め
た
「
ど
根こ

ん

性
じ
ょ
う

ひ
ま
わ
り
」
の
種た

ね

だ
が
、「
渡わ

た

し
た
人ひ

と

に
は
『
咲さ

い
た
後あ

と

の

ど
根こ

ん

性じ
ょ
うひ
ま
わ
り
の
種た

ね

は
自じ

由ゆ
う

に
使つ

か

っ
て
良よ

い
』
と
伝つ

た

え

て
い
る
」
そ
う
。
他た

の
人ひ

と

に

配は
い

布ふ

す
る
も
良よ

し
、
食た

べ
る

の
も
良よ

し
と
い
う
こ
と
。
塩え

ん

害が
い

に
負ま

け
ず
咲さ

き
、
被ひ

災さ
い

地ち

び
、
現げ

ん

在ざ
い

は
米べ

い

国こ
く

在ざ
い

住じ
ゅ
う。
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

へ
の
顕け

ん

彰し
ょ
うと

し
て
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
活か

つ

躍や
く

を
取と

り

上あ

げ
る
。

　

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
ザ

イ
ン
も
手て

が
け
る
こ
と
で
有ゆ

う

名め
い

な
東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

学が
く

生せ
い

産さ
ん

技ぎ

術
じ
ゅ
つ

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

山さ
ん

中ち
ゅ
う

俊し
ゅ
ん

治じ

研け
ん

究き
ゅ
う

室し
つ

の
企き

画か
く

展て
ん

「
プ
ロ
ト
ラ
イ
ピ

ン
グ
」
が
、
今こ

ん

月げ
つ

２
７
日に

ち

か

ら
５
月が

つ

１
３
日に

ち

ま
で
同ど

う

館か
ん

２

階か
い

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
予よ

定て
い

だ
。

コ
リ
が
消き

え
た
。
あ
れ
か
ら

も
う
９
年ね

ん

が
経た

っ
た
が
、
私

わ
た
し

は
生い

き
て
い
る
」
と
語か

た

っ
た
。

　

３
月が

つ

１
日た

ち

に
日に

本ほ
ん

で
行お

こ

な

わ
れ
た
立り

っ

教き
ょ
う

大た
い

祭さ
い

で
、
谷た

に

口ぐ
ち

雅ま
さ

宣の
ぶ

総そ
う

裁さ
い

が
行お

こ

な
っ
た
講こ

う

演え
ん

の
ビ
デ
オ
も
流な

が

さ
れ
、
環か

ん

境
き
ょ
う

保ほ

全ぜ
ん

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
訴う

っ
た

え
、
ロ

ボ
ッ
ト
化か

す
る
世よ

の
中な

か

に
警け

い

鐘し
ょ
うを
鳴な

ら
し
た
。
西に

し

山や
ま

文ふ
み

雄お

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
教

き
ょ
う

化か

総そ
う

長ち
ょ
うの
言こ

と

葉ば

の
あ
と
、
創そ

う

立り
つ

を

祝い
わ

う
ケ
ー
キ
・
カ
ッ
ト
が
行

お
こ
な

わ
れ
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

全ぜ
ん

員い
ん

が
身か

ら

体だ

を
揺ゆ

ら
し
な
が
ら
「
使し

命め
い

行こ
う

進し
ん

曲き
ょ
く」
を
大だ

い

合が
っ

唱し
ょ
うし
た
。

　

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
石い

し

井い

か
ず
枝え

さ

ん
（
７
８
、二に

世せ
い

）
は
、「
５
０

年ね
ん

以い

上じ
ょ
う

前ま
え

、
ペ
レ
イ
ラ
・
バ

レ
ッ
ト
に
い
た
こ
ろ
、
父ち

ち

が
い

つ
も
『
生せ

い

命め
い

の
実じ

っ

相そ
う

』
を
私

わ
た
し

た
ち
に
読よ

み
聞き

か
せ
て
い
た
」

と
信し

ん

仰こ
う

と
の
出で

会あ

い
を
語か

た

っ

た
。「
み
教お

し

え
の
お
か
げ
で
、

子こ

供ど
も

の
教

き
ょ
う

育い
く

、
家か

庭て
い

の
調

ち
ょ
う

和わ

が
う
ま
く
で
き
た
。
私わ

た
し

の
人じ

ん

生せ
い

は
全す

べ

て
そ
の
お
か
げ
。
息む

す

子こ

た
ち
と
の
会か

い

話わ

も
ふ
く
め
、

今い
ま

で
も
家か

庭て
い

内な
い

で
は
全ぜ

ん

部ぶ

日に

ネ
レ
ス
・
ゴ

メ
ス
さ
ん
が

体た
い

験け
ん

発は
っ

表ぴ
ょ
うし
、

「
左

ひ
だ
り

胸む
ね

に
シ

コ
リ
が
で
き

て
、
医い

者し
ゃ

か
ら
『
あ
と

２
、３
カ
月げ

つ

の
命い

の
ち

』
と
言い

わ
れ
た
。
生せ

い

長ち
ょ
う

の
家い

え

の
本ほ

ん

を
た
く
さ
ん

持も

っ
て
病

び
ょ
う

院い
ん

に
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
、

治ち

療り
ょ
う
を
受う

け

る
う
ち
に
奇き

跡せ
き

が
起お

き
シ

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
佐さ

野の

さ

ん
（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
５ 

０
１ 

７
・
７
１
６
１

／
メ
ー
ル
＝silv

io
.

s
a

n
o

@
y

a
h

o
o

.
com

）
ま
で
。

生
せい

長
ちょう

の家
いえ



　

同ど
う

ア
カ
デ
ミ
ー
は
１
９
５

２
年ね

ん

に
故こ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

デ
・
ア
ウ
リ
ア
初し

ょ

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うな

ど
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
り
設せ

つ

立り
つ

さ
れ

た
。
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
る
の
は

聖せ
い

州し
ゅ
う

会か
い

計け
い

士し

業ぎ
ょ
う

界か
い

に
著

い
ち
じ
るし

い
貢こ

う

献け
ん

を
し
た
人ひ

と

の
み
。
下し

も

本も
と

氏し

は
同ど

う

ア
カ
デ
ミ
ー
３
人に

ん

目め

の
日に

っ

系け
い

メ
ン
バ
ー
と
し
て

会か
い

員い
ん

番ば
ん

号ご
う

４
８
番ば

ん

を
引ひ

き
継つ

い
だ
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うと
な
っ

た
ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
オ
レ
ス
テ

ス
・
シ
オ
メ
ン
ト
氏し

、
イ
リ

ネ
ウ
・
デ
・
ム
ラ
前ぜ

ん

会か
い

長ち
ょ
う、

イ
タ
マ
ー
ル
・
ボ
ル
ジ
ェ
ス
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）、エ
ジ
ー

ル
・
サ
ー
レ
ス
聖せ

い

市し

議ぎ

（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
）、
聖せ

い

州し
ゅ
う

地ち

域い
き

会か
い

計け
い

評ひ
ょ
う

議ぎ

会か
い

（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
）
の
マ
ル
シ
ア
・
ル
イ
ス
・
ア
ル

聖せ
い

州し
ゅ
う

会か
い

計け
い

士し

ア
カ
デ
ミ
ー
会か

い

員い
ん

に

新し
ん

メ
ン
バ
ー
に
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

５
０
人に

ん

限げ
ん

定て
い

の
永え

い

久き
ゅ
う

メ
ン
バ
ー

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

時じ

代だ
い

か
ら
の
友ゆ

う

人じ
ん

も

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

を
２
４
年ね

ん

間か
ん

務つ
と

め
上あ

げ

企き

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

会か
い

長ち
ょ
う

を
親お

や

子こ

２
代だ

い

で

下し
も

本も
と

氏し

「
死し

ぬ
ま
で
や
っ
て
い
く
」

会
かい
場
じょう
には祝

いわ
いに駆

か
けつけた家

か
族
ぞく
や友
ゆう
人
じん
も

式
しき
典
てん
に出
しゅっ
席
せき
した来

らい
賓
ひん
ら

シ
オ
メ
ン
ト
新し
ん
会か
い
長ち
ょ
うか
ら
免め
ん
状じ
ょ
うと
メ
ダ
ル
を
受う

け
取と

っ
た

（
提て
い

供き
ょ
う:

望も
ち
月づ
き
二じ

郎ろ
う
）

新
しん
メンバーの１０人

にん
（提
てい
供
きょう
: 望
もち
月
づき
二
じ
郎
ろう
）

ボルジェス聖
せい
州
しゅう
議
ぎ
と下
しも
本
もと
氏
し

聖
せい
州
しゅう
議
ぎ
員
いん
になっ

た頃
ころ
の下
しも
本
もと
氏
し

下
しも
本
もと
氏
し
の祝
いわ
いに駆

か
けつけた妻

つま
の千

ち
枝
え
子
こ
さんと家

か
族
ぞく
（提
てい
供
きょう
: 望
もち
月
づき
二
じ
郎
ろう
）

キンググループ社
しゃ
員
いん
一
いち
同
どう

下
しも

本
もと

八
はち

郎
ろう

氏
し

、日
にっ

系
けい

３人
にん

目
め

の快
かい

挙
きょ

　

キ
ン
グ
会か

い

計け
い

事じ

務む

所し
ょ

創そ
う

設せ
つ

者し
ゃ

、
元も

と

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

の
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
８
２
、
二に

世せ
い

）
が

先さ
き

ご
ろ
、
聖せ

い

州し
ゅ
うの
著ち

ょ

名め
い

な
会か

い

計け
い

士し

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
る
「
聖せ

い

州し
ゅ
う

会か
い

計け
い

士し

ア
カ
デ
ミ
ー
」（
Ａ

Ｐ
Ｃ
）
の
永え

い

久き
ゅ
うメ
ン
バ
ー
に
指し

名め
い

さ
れ
た
。
先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

に
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
Ｆ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｐ
劇げ

き

場じ
ょ
うで
行お

こ

な
わ
れ
た
「
新し

ん

メ
ン
バ
ー
、
２
０
１
８
―
２
０
年ね

ん

度ど

新し
ん

役や
く

員い
ん

の
就

し
ゅ
う

任に
ん

式し
き

」
に
家か

族ぞ
く

と
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、「
永え

い

久き
ゅ
うメ
ン
バ
ー
と
し
て
死し

ぬ
ま
で
頑が

ん

張ば

り
た
い
」
と
感か

ん

激げ
き

し

た
様よ

う

子す

で
抱ほ

う

負ふ

を
の
べ
た
。

　

式し
き

典て
ん

中ち
ゅ
う、
就

し
ゅ
う

任に
ん

挨あ
い

拶さ
つ

に

立た

っ
た
ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
オ
レ
ス

テ
ス
・
シ
オ
メ
ン
ト
新し

ん

会か
い

長
ち
ょ
う

は
前ぜ

ん

任に
ん

会か
い

長ち
ょ
うに
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
、

Ａ
Ｐ
Ｃ
の
歴れ

き

史し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

収
し
ゅ
う
し
ゅ
う

集
や
知ち

的て
き

財ざ
い

産さ
ん

へ
の
投と

う

資し

」、「
聖せ

い

州し
ゅ
う

内な
い

の

会か
い

計け
い

士し

及お
よ

び
団だ

ん

体た
い

と
の
連れ

ん

携け
い

強き
ょ
う

化か

」
な
ど
今こ

ん

期き

の
新し

ん

役や
く

員い
ん

ら
と
と
も
に
設せ

っ

定て
い

し
た
目も

く

標
ひ
ょ
う

カ
ザ
ル
会か

い

長ち
ょ
う、
パ
ウ
リ
ス
タ

会か
い

計け
い

機き

関か
ん

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
の
ア

ン
ト
ニ
オ
・
エ
ン
ジ
ェ
ニ
オ
・

セ
ッ
チ
ナ
ッ
ト
会か

い

長ち
ょ
うら
が
来ら

い

賓ひ
ん

と
し
て
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

の
１
人り

、
聖せ

い

フ
ェ
リ

ペ
・
ネ
リ
大だ

い

司し

教き
ょ
う

区く

の
フ
ァ

ビ
ア
ノ
・
マ
セ
リ
神し

ん

父ぷ

が
開

か
い
か
い

会
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

ち
、
同ど

う

ア
カ
デ

ミ
ー
の
新し

ん

理り

事じ

会か
い

、メ
ン
バ
ー

に
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

の
言こ

と

葉ば

を
贈お

く
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
シ
オ
メ
ン
ト
会か

い

長ち
ょ
うか
ら
１
０
人に

ん

の
新し

ん

メ
ン

バ
ー
に
メ
ダ
ル
と
免め

ん

状じ
ょ
うが
渡わ

た

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　
「
今

こ
ん
に
ち

日
我

わ
れ
わ
れ

々
の
目も

く

的て
き

は

『
会か

い

計け
い

士し

』
を
守ま

も

る
た
め
、

そ
の
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

活か
つ

動ど
う

や
知ち

識し
き

を
広ひ

ろ

め
る
こ
と
。
今こ

ん

後ご

も
会か

い

員い
ん

同ど
う

士し

協き
ょ
う

力り
ょ
くし
、
我

わ
れ
わ
れ

々
の
名な

前ま
え

を
さ
ら
に
広ひ

ろ

め
た
い
」
と
述の

べ
た
。「
こ
れ
ら
の
Ａ
Ｐ
Ｃ
の

目も
く

標ひ
ょ
うの
達た

っ

成せ
い

に
向む

け
、
我

わ
れ
わ
れ

々

は
尽じ

ん

力り
ょ
くす
る
。
２
０
１
８
年ね

ん

の
今

き
ょ
う

日
、
新あ

た
ら
し
く
メ
ン
バ
ー
、

理り

事じ

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
皆み

な

さ
ん
に

も
こ
の
活か

つ

動ど
う

へ
の
参さ

ん

加か

を
お

願ね
が

い
し
た
い
。
ボ
ー
ル
は
す

で
に
場

じ
ょ
う

内な
い

だ
。
我

わ
れ
わ
れ

々
の
試し

合あ
い

を
素す

晴ば

ら
し
い
も
の
に
す
る

の
は
、
そ
の
責せ

き

任に
ん

を
持も

つ
私

わ
た
し

達た
ち

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

」
と
メ
ン
バ
ー

に
語か

た

り
か
け
た
。

　

下し
も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

氏し

の
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

時じ

代だ
い

か
ら
の
友ゆ

う

人じ
ん

で
あ
る
イ

タ
マ
ー
ル
・
ボ
ル
ジ
ェ
ス
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

も
下し

も

本も
と

氏し

は
じ
め
新し

ん

メ

ン
バ
ー
、
理り

事じ

会か
い

に
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

の

言こ
と

葉ば

を
述の

べ
た
。
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

起き

業ぎ
ょ
う

会か
い

（
フ
レ
ン
テ
・
パ
ル
ラ

メ
ン
タ
ー
ル
）会か

い

長ち
ょ
うの
同ど

う

氏し

は

「
会か

い

計け
い

業ぎ
ょ
う

界か
い

は
じ
め
会か

い

計け
い

士し

の
皆み

な

さ
ん
に
寄よ

り
添そ

う
」
と

の
約や

く

束そ
く

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

ほ
か
、
ア
ル
バ
レ
ス
・
ペ

ン
テ
ア
ド
学が

っ

校こ
う

財ざ
い

団だ
ん

の
ウ
エ
キ
・
シ
ゲ
ア
キ
代だ

い

表ひ
ょ
うの
祝

し
ゅ
く

辞じ

も
代だ

い

読ど
く

さ
れ
た
。

　

下し
も

本も
と

氏し

は
１
９
３
５
年ね

ん

に

聖せ
い

州し
ゅ
うグ
ア
ラ
ラ
ペ
ス
市し

で
生う

ま
れ
た
。
１
２
人に

ん

兄き
ょ
う

弟だ
い

の
８

番ば
ん

目め

に
生う

ま
れ
た
下し

も

本も
と

さ
ん

は
、
東と

う

郷ご
う

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

に
も
あ
や

か
り
「
八は

ち

郎ろ
う

」
と
名な

付づ

け
ら

れ
た
。

　

下し
も

本も
と

氏し

は
１
５
歳さ

い

の
と
き

に
父ち

ち

の
仕し

事ご
と

に
関か

か

わ
っ
た
会か

い

計け
い

士し

の
無む

責せ
き

任に
ん

な
仕し

事ご
と

ぶ
り

を
見み

て
、「
責せ

き

任に
ん

感か
ん

を
持も

っ

て
し
っ
か
り
と
説せ

つ

明め
い

が
で
き
、

顧こ

客き
ゃ
くを
成せ

い

功こ
う

に
導み

ち
び
く
会か

い

計け
い

士し

　

式し
き

典て
ん

後ご

、
下し

も

本も
と

氏し

は
「
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し
い
」
と
喜よ

ろ
こ
び
を
語か

た

り
、「
永え

い

久き
ゅ
うメ
ン
バ
ー
に
な
っ

た
か
ら
に
は
死し

ぬ
ま
で
や
っ
て

い
く
。
こ
の
年ね

ん

齢れ
い

に
な
っ
て
も

何な
に

か
の
役や

く

に
立た

つ
仕し

事ご
と

を
頂

い
た
だ

い
た
」
と
喜よ

ろ
こん
だ
。

　

妻つ
ま

の
千ち

枝え

子こ

さ
ん
は

（
８
１
、
二に

世せ
い

）
は
、「
主し

ゅ

人じ
ん

が
会か

い

計け
い

士し

と
し
て
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

や
っ
て
き
た
こ
と
が
認み

と

め

ら
れ
た
よ
う
で
光こ

う

栄え
い

。
主し

ゅ

人じ
ん

に
従し

た
が
い
、
影か

げ

な
が
ら
支さ

さ

え
た

い
」
と
微

ほ
ほ
え

笑
ん
だ
。

さ
れ
た
。
笑え

顔が
お

で
壇だ

ん

上じ
ょ
うに
上あ

が
っ
た
下し

も

本も
と

氏し

は
シ
オ
メ
ン

に
な
り
た
い
」
と
会か

い

計け
い

士し

を

志こ
こ
ろ
ざし
始は

じ

め
た
。

　

５
９
年ね

ん

に
ド
ゥ
ア
ル
テ
・

デ
・
バ
ー
ロ
ス
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

高
こ
う
こ
う

校

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
会か

い

計け
い

士し

の
免め

ん

状じ
ょ
うを

獲か
く

得と
く

し
た
。
在ざ

い

学が
く

中ち
ゅ
うは
会か

い

計け
い

士し

事じ

務む

所し
ょ

で
働は

た
ら
き
経け

い

験け
ん

を
積つ

ん
だ
。
翌よ

く

年と
し

か
ら
マ
ッ
ケ
ン

ジ
ー
大だ

い

学が
く

に
通か

よ

い
会か

い

計け
い

学が
く

の

教き
ょ
う

師し

免め
ん

許き
ょ

を
取し

ゅ

得と
く

。

　

６
０
年ね

ん

６
月が

つ

１
７
日に

ち

に

「
業

ぎ
ょ
う

界か
い

で
一い

ち

番ば
ん

に
な
る
」
と

い
う
意い

味み

で
名な

付づ

け
た
「
キ

ン
グ
会か

い

計け
い

事じ

務む

所し
ょ

」
を
開か

い

業ぎ
ょ
う。
ま
た
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
生

し
ょ
う

涯が
い

教き
ょ
う

育い
く

セ
ン
タ
ー
大だ

い

学が
く

院い
ん

租そ

税ぜ
い

法ほ
う

専せ
ん

門も
ん

学が
っ

科か

、
仏ふ

つ

国こ
く

の
ソ

ル
ボ
ン
ヌ
大だ

い

学が
く

比ひ

較か
く

法ほ
う

専せ
ん

門も
ん

学が
っ

科か

で
学ま

な

ん
で
研け

ん

鑽さ
ん

し
、
見け

ん

識し
き

を
広ひ

ろ

め
た
。

　

７
５
―
７
８
年ね

ん

に
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
初は

じ

め
て
聖せ

い

州し
ゅ
う

会か
い

計け
い

ト
会か

い

長ち
ょ
うに
合が

っ

掌し
ょ
うし
て
感か

ん

謝し
ゃ

の

意い

を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
。

　

１
０
人に

ん

全ぜ
ん

員い
ん

が
受う

け
取と

り
席せ

き

に
戻も

ど

っ
た
後あ

と

、
５
０
番ば

ん

を
引ひ

き
継つ

い
だ
新し

ん

メ
ン
バ
ー

の
ア
ド
リ
ア
ノ
・
ジ
リ
オ
リ

氏し

の
先せ

ん

導ど
う

に
よ
り
会か

い

計け
い

学が
く

の

普ふ

及き
ゅ
う、
Ａ
Ｐ
Ｃ
の
活か

つ

動ど
う

貢こ
う

献け
ん

に
関か

ん

す
る
宣せ

ん

誓せ
い

が
行お

こ

な
わ
れ

た
。
起き

立り
つ

し
た
新し

ん

メ
ン
バ
ー

は
手て

を
前ま

え

に
か
ざ
し
、「
伯は

っ

国こ
く

の
法ほ

う

律り
つ

を
尊そ

ん

守し
ゅ

し
、
倫り

ん

理り

を

持も

ち
誠せ

い

実じ
つ

に
、
会か

い

計け
い

学が
く

を
普ふ

及き
ゅ
うさ
せ
る
こ
と
を
宣せ

ん

誓せ
い

す
る
」

と
復ふ

く

唱し
ょ
う。
宣せ

ん

誓せ
い

が
終お

わ
る
と

会か
い

場じ
ょ
うか
ら
拍は

く

手し
ゅ

が
起お

こ
っ
た
。

　

宣せ
ん

誓せ
い

後ご

は
シ
オ
メ
ン
ト
会か

い

長ち
ょ
うに
よ
る
就

し
ゅ
う

任に
ん

挨あ
い

拶さ
つ

、
来ら

い

賓ひ
ん

か
ら
の
祝

し
ゅ
く

辞じ

が
贈お

く

ら
れ
閉へ

い

会か
い

と
な
っ
た
。
閉へ

い

会か
い

後ご

、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
ア
カ
デ
ミ
ー
会か

い

員い
ん

で
記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

、
懇こ

ん

親し
ん

の
場ば

へ
流な

が

れ

た
。

　

同ど
う

ア
カ
デ
ミ
ー
は
５
２

年ね
ん

に
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス

州し
ゅ
う

都と

ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
で

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

５
回か

い

伯は
く

会か
い

計け
い

会か
い

議ぎ

」
で
認に

ん

可か

さ
れ
た
。

１
９
５
０
年ね

ん

設せ
つ

立り
つ

の
ミ
ネ
イ

ラ
会か

い

計け
い

学が
く

ア
カ
デ
ミ
ー
に
次つ

い
で
伯は

っ

国こ
く

で
２
番ば

ん

目め

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
伝で

ん

統と
う

あ
る
学が

く

術じ
ゅ
つ

的て
き

組そ

織し
き

だ
。
メ
ン
バ
ー
の
聖せ

い

州し
ゅ
うか

ら
の
転て

ん

居き
ょ

や
辞じ

退た
い

、
死し

亡ぼ
う

等な
ど

で
空あ

き
が
で
き
る
と
引ひ

き

継つ

ぎ

事じ

務む

所し
ょ

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

情じ
ょ
う

報ほ
う・調
ち
ょ
う

査さ

企き

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

（
Ｓ

ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
ｎ
―
ｓ
ｐ
）
の
会か

い

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

。
長

ち
ょ
う

男な
ん

の
雅ま

さ

生お

・

マ
ル
シ
オ
氏し

も
２
０
１
６
年ね

ん

２
月が

つ

に
会か

い

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
同ど

う

組く
み

合あ
い

で
初は

じ

め
て
会か

い

長ち
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

を
果は

た
し
た
親お

や

子こ

と
な
っ
た
。

　

７
１
年ね

ん

に
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

員い
ん

に

当と
う

選せ
ん

し
、
そ
の
後ご

６
期き

２
４

年ね
ん

も
の
間

あ
い
だ

務つ
と

め
た
。

　
「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

バ
ス
無む

料り
ょ
う」、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
国こ

っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う・
国こ

っ

旗き

掲け
い

揚よ
う

義ぎ

務む

、
祖そ

父ふ

母ぼ

の
日ひ

の
制せ

い

定て
い

や
州

し
ゅ
う

立り
つ

学が
っ

校こ
う

外が
い

国こ
く

語ご

選せ
ん

択た
く

科か

目も
く

に
「
日に

本ほ
ん

語ご

」
を
加く

わ

え

る
な
ど
日に

本ほ
ん

的て
き

な
習

し
ゅ
う

慣か
ん

、
精せ

い

神し
ん

を
取と

り
入い

れ
た
多お

お

く
の
法ほ

う

案あ
ん

を
成せ

い

立り
つ

さ
せ
、
２
０
１
５

年ね
ん

に
聖せ

い

市し

議ぎ

会か
い

か
ら
名め

い

誉よ

市し

民み
ん

章し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
。

が
行お

こ

な
わ
れ
る
。

　

歴れ
き

代だ
い

の
日に

っ

系け
い

メ
ン
バ
ー
は

タ
ナ
ア
ミ
・
チ
カ
ラ
氏し

（
現げ

ん

２
３
番ば

ん

、
９
９
歳さ

い

）、
故こ

ナ

カ
ガ
ワ
・マ
サ
ユ
キ
氏し

（
１
２

番ば
ん

）。

 ANO XXI  –  Nº 4953 SÃO PAULO, SÁBADO, 10 DE MARÇO 2018 R$ 4,00


	10-03 p1 COR
	10-03 p2
	10-03 p3
	10-03 p4
	10-03 p5
	10-03 p6
	10-03 p7
	10-03 p8 COR

